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序文
Informatica の新機能および改良点ガイドは、すべての Informatica ソフトウェアユーザ向けに書かれていま
す。このガイドは Informatica 製品での新機能および改良点のリストです。

Informatica のリソース
Informatica マイサポートポータル

Informatica のユーザーは、最初に Informatica マイサポートポータル
（https://mysupport.informatica.com）から Informatica にアクセスします。マイサポートポータルは、大規

模なオンラインデータ統合コラボレーションプラットフォームであり、全世界で 10 万人を超える Informatica
の顧客およびパートナーが利用しています。
メンバーは以下の操作を行うことができます。
• 1 つの場所からすべての Informatica のリソースにアクセスできます。
• 自分のサポート事例を確認できます。
• ナレッジベースや製品マニュアルを検索したり、入門ドキュメントを参照したり、サポートビデオを視聴し

たりできます。
• 最寄りの Informatica ユーザーグループネットワークを検索して、他のユーザーと共同作業を行えます。
メンバーは以下の操作を行うことができます。
• 1 つの場所からすべての Informatica のリソースにアクセスできます。
• ナレッジベースや製品マニュアルを検索したり、入門ドキュメントを参照したり、サポートビデオを視聴し

たりできます。
• 最寄りの Informatica ユーザーグループネットワークを検索して、他のユーザーと共同作業を行えます。

Informatica マニュアル
Informatica マニュアルチームは、正確で役に立つマニュアルの作成に努めています。このマニュアルに関す
る質問、コメント、ご意見の電子メールの送付先は、Informatica マニュアルチーム

（infa_documentation@informatica.com）です。 お客様のフィードバックは、マニュアルの改良に利用させ
ていただきます。コメントに返信をご希望のお客様は、その旨をお知らせください。
マニュアルチームは、必要に応じてマニュアルを更新します。製品の最新のマニュアルを入手するには、
https://mysupport.informatica.com から製品マニュアルにアクセスします。
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Informatica 製品可用性マトリックス
製品可用性マトリックス（PAM）には、製品リリースでサポートされるオペレーティングシステム、データベ
ースなどのデータソースおよびターゲットが示されています。PAM は、Informatica My Support ポータル

（https://mysupport.informatica.com）でアクセスできます。

Informatica の Web サイト
Informatica 社の Web サイトは、 https://www.informatica.com からアクセスできます。このサイトでは、
Informatica 社の概要と沿革、今後のイベント、営業拠点などの情報を提供しています。また、製品情報やパ
ートナー情報も提供しています。サービス関連のページには、テクニカルサポート、トレーニングと教育、お
よび実装に関するサービスの重要な情報を掲載しています。

Informatica How-To ライブラリ
Informatica のユーザーとして、Informatica How-To ライブラリ（https://mysupport.informatica.com）に
アクセスできます。How-To Library は、Informatica の製品および機能についての詳細を確認できるリソース
のコレクションです。一般的な問題に対するソリューションを提供したり、機能や動作を比較したり、特定の
実際のタスクを実行するための方法を示したりする記事やインタラクティブなデモンストレーションが含まれ
ています。

Informatica ナレッジベース
Informatica のユーザーとして、Informatica ナレッジベース（https://mysupport.informatica.com）にアク
セスできます。この Knowledge Base を利用して、Informatica 製品に関する既知の技術的問題の解決策を検
索することができます。また、FAQ（よくある質問）の答え、技術的ホワイトペーパー、技術的なヒントも得
られます。Knowledge Base に関する質問、コメント、ご意見の電子メールの送付先は、Informatica ナレッ
ジベースチーム（KB_Feedback@informatica.com）です。

Informatica サポートの YouTube チャンネル
http://www.youtube.com/user/INFASupport で Informatica サポートの YouTube チャンネルにアクセスで
きます。Informatica サポートの YouTube チャンネルでは、特定のタスクを実行するソリューションについて
のビデオを用意しています。Informatica サポートの YouTube チャンネルに関する質問、コメント、またはア
イデアがある場合は、サポート YouTube チームに電子メール（supportvideos@informatica.com）を送信す
るか、または@INFASupport でツイートしてください。

Informatica Marketplace
情報マーケットプレースは、開発者とパートナーがデータ統合実装を増幅、拡張、強化するソリューションを
共有するためのフォーラムです。マーケットプレースにある何百ものソリューションを利用して、プロジェク
トで実装にかかる時間を短縮したり、生産性を向上させたりできます。Informatica Marketplace には、
http://www.informaticamarketplace.com からアクセスできます。

Informatica Velocity
https://mysupport.informatica.com で Informatica Velocity にアクセスできます。数多くのデータ管理プロ
ジェクトの実世界での経験から開発された Informatica Velocity は、世界中の組織と協力して優れたデータ管
理ソリューションの計画、開発、展開、および維持を行ってきた弊社コンサルタントの知識の集合体を表して
います。Informatica Velocity についての質問、コメント、またはアイデアがある場合は、
ips@informatica.com から Informatica プロフェッショナルサービスにお問い合わせください。
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Informatica グローバルカスタマサポート
電話またはオンラインサポートからカスタマサポートセンターに連絡できます。
オンラインサポートのご利用には、ユーザー名とパスワードが必要です。http://mysupport.informatica.com
から、ユーザー名とパスワードが入手できます。
Informatica グローバルカスタマサポートの電話番号は、Informatica の Web サイト
http://www.informatica.com/us/services-and-training/support-services/global-support-centers/に掲載
されています。
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第  1  章

新機能（10.0）
この章では、以下の項目について説明します。
• アプリケーションサービス, 10 ページ
• Big Data, 14 ページ
• Business Glossary, 16 ページ
• コマンドラインプログラム, 19 ページ
• 接続性, 27 ページ
• データ型, 28 ページ
• マニュアル, 29 ページ
• ドメイン, 30 ページ
• Informatica Administrator, 31 ページ
• Informatica Analyst, 36 ページ
• Informatica Developer, 37 ページ
• Informatica Development Platform, 41 ページ
• マッピング, 42 ページ
• Metadata Manager, 47 ページ
• PowerCenter, 50 ページ
• PowerExchange アダプタ, 51 ページ
• 参照データ, 53 ページ
• ルール仕様, 54 ページ
• セキュリティ, 55 ページ
• トランスフォーメーション言語関数, 56 ページ
• トランスフォーメーション, 56 ページ
• ワークフロー, 61 ページ

アプリケーションサービス
ここでは、バージョン 10.0 の新しいアプリケーションサービスについて説明します。
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アプリケーションサービスの無効化とリサイクル
バージョン 10.0 では、アプリケーションサービスの無効化とリサイクルに次の新機能が追加されました。
計画済みおよび未計画のメモ

Administrator ツールからアプリケーションサービスを無効化またはリサイクルするときに、アクション
を計画済みにするか未計画にするかを指定できます。計画済みまたは未計画のメモは、［管理］タブの［ド
メイン］ビューにある［コマンド履歴］パネルと［イベント］パネルに表示されます。

コメント
Administrator ツールからアプリケーションサービスを無効化またはリサイクルするときに、必要に応じ
て、アクションに関するコメントを入力できます。コメントは、［管理］タブの［ドメイン］ビューにある

［コマンド履歴］パネルと［イベント］パネルに表示されます。
詳細については、『Informatica 10.0 アプリケーションサービスガイド』を参照してください。

データ統合サービス
ここでは、バージョン 10.0 の新しいデータ統合サービス機能について説明します。
アーキテクチャ
バージョン 10.0 では、データ統合サービスには、次のタイプのコンポーネントが含まれます。
サービスコンポーネント

サービスコンポーネントには、クライアントツールからの要求を管理するモジュール、ジョブを最適化し
てコンパイルする論理 Data Transformation マネージャ（LDTM）、およびアプリケーションのデプロイ
メントとキャッシュを管理するマネージャが含まれます。サービスコンポーネントは、データ統合サービ
スプロセス内で実行されます。データ統合サービスプロセスは、サービスロールのあるノードで実行する
必要があります。

計算コンポーネント
データ統合サービスの計算コンポーネントは、実行 Data Transformation マネージャ（DTM）です。
DTM は、データの抽出、変換、およびロードを行って、データトランスフォーメーションジョブを完了し
ます。DTM は、計算ロールのあるノードで実行する必要があります。

単一ノードでデータ統合サービスを実行する場合、データ統合サービスのサービスコンポーネントと計算コン
ポーネントは同じノードで実行されます。ノードには、サービスロールと計算ロールの両方が必要です。
グリッド上でデータ統合サービスを実行する場合、データ統合サービスのサービスコンポーネントと計算コン
ポーネントは、グリッドおよびノードロールの設定方法に基づいて同じノードまたは異なるノードで実行され
ます。個別のリモートプロセスでジョブを実行するようにデータ統合サービスのグリッドを設定した場合、グ
リッド内のノードでは、サービスのみのロール、計算のみのロール、およびサービスと計算の両方のロールを
組み合わせることができます。グリッド内の一部のノードをサービスプロセスの実行専用とし、別のノードを
マッピングの実行専用とします。
データ統合サービスのコンポーネントの詳細については、『Informatica 10.0 アプリケーションサービスガイ
ド』の「データ統合サービスアーキテクチャ」を参照してください。
DTM リソース割り当てポリシー
バージョン 10.0 では、Data Transformation マネージャのリソース割り当てポリシーによって、タスクに
CPU リソースを割り当てる方法が決定されます。DTM は、オンデマンドのリソース割り当てポリシーを使用
して、CPU リソースを割り当てます。
DTM リソース割り当てポリシーの詳細については、『Informatica 10.0 アプリケーションサービスガイド』の

「データ統合サービスアーキテクチャ」を参照してください。
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ASCII データ移動モード
バージョン 10.0 では、フラットファイルまたはリレーショナルソースから読み取るマッピングで ASCII データ
移動モードを使用するか、Unicode データ移動モードを使用するかが、データ統合サービスの論理 Data 
Transformation マネージャ（LDTM）のコンポーネントによって決定されます。LDTM は、マッピングによっ
て処理される文字セットに基づいて、データ移動モードを決定します。マッピングによって処理されるのがす
べて ASCII データの場合、LDTM は ASCII モードを選択します。ASCII モードの場合、データ統合サービスは各
文字の格納に 1 バイトを使用するため、マッピングのパフォーマンスが最適化されます。Unicode モードの場
合は、各文字の格納に 2 バイトが使用されます。
データ移動モードの詳細については、『Informatica 10.0 アプリケーションサービスガイド』の「データ統合サ
ービスアーキテクチャ」を参照してください。
プロファイルの並行処理の最大化
バージョン 10.0 では、パーティション化が可能な場合、データ統合サービスでカラムプロファイルとデータド
メイン検出を実行するときに、並行処理を最大化することができます。並行処理を最大化した場合、データ統
合サービスは、プロファイリングデータを複数のパーティションに動的に分割し、複数のスレッドを使用して
パーティションを同時に処理します。データ統合サービスは、追加のスレッドを使用するときに、プロファイ
リングのパフォーマンスを最適化できます。
並行処理の最大化の詳細については、『Informatica 10.0 アプリケーションサービスガイド』の「データ統合サ
ービス管理」を参照してください。
複数のキャッシュ、ターゲット、および一時ディレクトリ
バージョン 10.0 では、次のデータ統合サービスのプロパティに対して複数のディレクトリを設定できます。
キャッシュディレクトリ

複数のキャッシュディレクトリを設定し、アグリゲータ、ジョイナ、またはランクトランスフォーメーシ
ョンのキャッシュのパーティション化時のパフォーマンスを最適化します。

ターゲットディレクトリ
複数のターゲットディレクトリを設定し、複数のパーティションでフラットファイルターゲットに書き込
むときのパフォーマンスを最適化します。

一時ディレクトリ
複数の一時ディレクトリを設定し、ソータトランスフォーメーションのキャッシュのパーティション化時
のパフォーマンスを最適化します。

パーティション化時のキャッシュとターゲットディレクトリの最適化の詳細については、『Informatica 10.0 ア
プリケーションサービスガイド』の「データ統合サービス管理」を参照してください。

モデルリポジトリサービス
ここでは、バージョン 10.0 の新しいモデルリポジトリサービス機能について説明します。
バージョン管理システムサポート
バージョン 10.0 では、サポートされているバージョン管理システムとモデルリポジトリを統合できます。モデ
ルリポジトリがバージョン管理システムと統合されていると、バージョン管理システムによって、開発チーム
の他のメンバによる上書きからオブジェクトが保護されます。オブジェクトのチェックアウトとチェックイン、
オブジェクトのバージョン履歴の表示と取得、チェックアウトの取り消し、チェックアウトされたオブジェク
トの他ユーザーへの再割り当てなどのアクションを実行できます。
モデルリポジトリは、次のバージョン管理システムと統合できます。
• Perforce
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• Subversion
詳細については、『Informatica 10.0 アプリケーションサービスガイド』の「モデルリポジトリサービス」を参
照してください。

システムサービス
バージョン 10.0 では、ドメインにシステムサービスが含まれます。システムサービスは、ドメイン内で単一の
インスタンスを持つことができるアプリケーションサービスです。システムサービスは、ドメインを作成また
はアップグレードするときに自動作成されます。システムサービスを有効化、無効化、および設定する操作が
可能です。
以下の画像はドメインナビゲータ内のシステムサービスフォルダを示しています。

ドメインには以下のシステムサービスが含まれます。
電子メールサービス

電子メールサービスでは、ビジネス用語集およびワークフロー関連の通知をメール送信します。電子メー
ルサービスを有効にすると、ユーザーが電子メール通知を設定できます。
電子メールサービスは以下の通知を送信します。
• ビジネス用語集通知
• ワークフロー通知ワークフロー通知には、データ統合サービスが実行するワークフローのヒューマンタ

スクおよび通知タスクからのメールが含まれます。
リソースマネージャサービス

リソースマネージャサービスは、ドメイン内の計算リソースを管理し、ジョブをディスパッチすることで
最適なパフォーマンスと拡張性を達成します。リソースマネージャサービスは、計算ロールが指定された
ノードに関する情報を収集します。このサービスは、ジョブ要件をリソースの可用性と突き合わせ、その
ジョブの実行に最適な計算ノードを特定します。
データ統合サービスグリッドが個別のリモートプロセスでジョブを実行するように設定するときに、リソ
ースマネージャサービスを有効にします。

スケジューラサービス
スケジューラサービスは、ドメイン内のデプロイされたマッピングおよびワークフロージョブのスケジュ
ールを管理します。
スケジュールを作成してジョブを割り当て、スケジュールされたジョブが実行されるように設定するとき
に、スケジューラサービスを有効にします。

システムサービスについての詳細は、『Informatica 10.0 アプリケーションサービスガイド』の「システムサー
ビス」を参照してください。
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Big Data
ここでは、バージョン 10.0 の新しい Big Data 機能について説明します。

Big Data Management 設定ユーティリティ
バージョン 10.0 では、Big Data Management 設定ユーティリティを使用して、Big Data Management の環
境設定プロセスを部分的に自動化できます。
詳細については、『Informatica 10.0 Big Data Management インストール＆環境設定ガイド』を参照してくだ
さい。

Hadoop 接続
バージョン 10.0 では、Hadoop 環境でマッピングを実行する場合、Hadoop 接続を設定する必要があります。
Hadoop 接続を編集して、Hadoop 環境にランタイムプロパティを設定できます。ランタイムプロパティには、
Hive エンジンおよび Blaze エンジンのプロパティが含まれます。
次の図は、クラスタタイプの接続として Hadoop 接続を示しています。

詳細については、『Informatica 10.0 Big Data 管理ユーザーガイド』の「接続」を参照してください。

Hadoop エコシステム
バージョン 10.0 では、Hadoop エコシステムの次の Big Data 機能と機能拡張がサポートされています。
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Amazon EC2 での Hadoop クラスタ
Amazon EC2 にデプロイされている Hortonworks HDP クラスタに対して、データの読み取りおよび読み
書きを行うことができます。

Hadoop 分布
次の Hadoop 分布を実行する Hadoop クラスタに接続できます。
• Cloudera CDH 5.4
• MapReduce 1 および MapReduce 2 を含む MapR 4.0.2

Hive on Tez
Hortonworks HDP を実行する Hadoop クラスタの実行エンジンとして、Hive on Tez を使用できます。

Kerberos 認証
Cloudera CDH クラスタおよび Hortonworks HDP Hadoop クラスタの Key Distribution Center として、
Microsoft Active Directory を使用できます。

Big Data のパラメータ
バージョン 10.0 では、パラメータを使用して、次に示す Big Data の追加プロパティを指定できます。
• 複合ファイルソースおよびターゲット
• HDFS 上の複合ファイルソースおよびターゲット
• HDFS 上のフラットファイルソースおよびターゲット
• HBase ソースおよびターゲット
• Hive ソース
• Hadoop 環境の Hive ターゲット
• ランタイム環境
詳細については、『Informatica 10.0 Big Data 管理ユーザーガイド』の章「Hadoop 環境でのマッピング」を
参照してください。

ランタイムおよび検証環境
バージョン 10.0 では、Hadoop 環境を選択して、Hadoop クラスタでマッピングを実行できます。Hadoop 環
境を選択するとき、Hive または Blaze エンジンを選択して、マッピングロジックを Hadoop クラスタにプッ
シュします。Blaze エンジンは、Hadoop 上の分散処理に用いる、Informatica 独自のエンジンです。
Hadoop 環境でマッピングを実行するとき、マッピングの Hadoop 接続を設定する必要があります。マッピン
グを検証して、マッピングロジックを Hadoop にプッシュできることを確認します。Hadoop 環境に対するマ
ッピングの検証が終了すると、マッピングを実行できます。
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以下の画像は、Hadoop ランタイムおよび検証環境を示しています。

詳細については、『Informatica 10.0 Big Data 管理ユーザーガイド』の章「Hadoop 環境でのマッピング」を
参照してください。

Business Glossary
ここでは、バージョン 10.0 の新しい Business Glossary 機能について説明します。

承認ワークフロー
バージョン 10.0 では、投票プロセスの後にデータスチュワードが用語集アセットをパブリッシュできます。用
語集管理者が用語集の承認ワークフローを設定した後で、データスチュワードは投票プロセスによって、用語
集のすべてのアセットをパブリッシュまたは拒否する必要があります。用語集管理者は、2 つのレベルまで承
認を設定できます。承認者は、アセットの変更を承認または拒否するか、投票を棄権することができます。デ
ータスチュワードは、投票結果に基づいてアセットをパブリッシュまたは拒否します。
承認ワークフローを経てパブリッシュされた用語集アセットには、監査証跡に［投票履歴］という新しいタブ
が追加されます。このタブには、承認ワークフローの詳細が表示されます。
詳細については、『Informatica 10.0 Business Glossary ガイド』の「承認ワークフロー」を参照してくださ
い。

用語集アセットの添付ファイル
バージョン 10.0 では、用語集アセットに添付ファイルを追加できます。参照ユーザーは、［用語集］ワークス
ペースで用語集アセットを開いたときに、添付ファイルを表示できます。
アセットの添付ファイルの詳細については、『Informatica 10.0 Business Glossary ガイド』の「用語集のコン
テンツ管理」を参照してください。添付ファイルディレクトリの設定の詳細については、『Informatica アプリ
ケーションサービス』の「アナリストサービス」を参照してください。
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Long String データ型
バージョン 10.0 では、Long String データ型のカスタムプロパティを作成できます。コンテンツ管理者がフィ
ールドにコンテンツを追加するとき、Long String データ型では文字数に制限がありません。
Long String データ型の詳細については、『Informatica 10.0 Business Glossary ガイド』「用語集のコンテンツ
管理」を参照してください。

リッチテキストのサポート
バージョン 10.0 では、説明、使用コンテキスト、および例などのデフォルトのアセットプロパティを設定する
とき、データスチュワードはリッチテキストのコンテンツに書式を設定できます。Long String データ型を持
つカスタムプロパティもリッチテキストをサポートしています。
データスチュワードは以下の方法でテキストの書式を設定できます。
• テキストを太字や斜体にするか、下線を引く。
• フォントおよびフォントの色を変更する。
• 順序付けしたリストまたは順序付けしていないリストを追加する。
• 定義済みスタイルを使用する。
• 内部および外部リンクをテキストに挿入する。
リッチテキストについての詳細は、『Informatica 10.0 Business Glossary ガイド』の「用語集のコンテンツ管
理」を参照してください。

インポートとエクスポートの機能拡張
バージョン 10.0 では、他の用語集、添付ファイル、監査履歴のリンクされたアセットを含めて/含めずに、ビ
ジネス用語集をインポートまたはエクスポートできます。
必要に応じて、バックグラウンドでインポートタスクを実行できます。Analyst ツールがバックグラウンドで
用語集をインポートしている間に、ユーザーは他のタスクを実行できます。インポートが完了すると、Analyst
ツールから通知が送信されます。
インポートウィザードの最後のステップで、Analyst ツールには、拡張されたサマリと競合解決のオプション
が表示されます。
インポートとエクスポートの機能拡張の詳細については、『Informatica 10.0 Business Glossary ガイド』の

「用語集の管理」を参照してください。

電子メール通知
バージョン 10.0 では、電子メールでの通知の受信を選択できます。Analyst ツールでも、引き続き通知を受信
できます。［用語集の設定］ワークスペースで、電子メール通知を設定できます。
電子メール通知の詳細については、『Informatica 10.0 Business Glossary ガイド』の「用語集コンテンツの検
索」を参照してください。

リレーションビュー図の拡張機能
バージョン 10.0 では、リレーションビュー図に次の拡張機能が追加されています。
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完全なアセット名の表示
リレーションビュー図で、完全なアセット名およびリレーション名を表示するオプションが追加されました。
デフォルトでは、200 文字を超えるアセット名およびリレーション名は Analyst ツールによって切り詰められ
ます。
アセットの検索
リレーションビュー図に表示されているアセットを検索できます。
ノードの展開および折りたたみ
ノードを展開したり、折りたたんだりして、ノードのアセットの表示または非表示を行うことができます。
キャンバスのパン
リレーションビュー図のキャンバスをクリックしてドラッグすることで、キャンバス全体をパンしてアセット
を表示できます。
詳細については、『Informatica 10.0 Business Glossary ガイド』の「用語集コンテンツの検索」の章を参照し
てください。

Analyst ツール特権
バージョン 10.0 では、Administrator ツールで、パブリッシュされている用語集アセットの表示特権をユーザ
ーに割り当てることができます。Administrator ツールで用語集の表示特権を与えることは、Analyst ツール
で［用語集のセキュリティ］ワークスペース内にある用語集およびパブリッシュされている用語集アセットの
読み取り権限を与えることと同じです。
詳細については、『Informatica 10.0 セキュリティガイド』を参照してください。

ビジネス用語のリンク
バージョン 10.0 では、プロファイルをビジネス用語にリンクできます。Analyst ツールに、リンクされている
テクニカルアセットおよびデータオブジェクトへのハイパーリンクが表示されます。ハイパーリンクをクリッ
クすると、データオブジェクトがそれぞれのワークスペースで開きます。
詳細については、『Informatica 10.0 Business Glossary ガイド』を参照してください。

用語集のセキュリティ
バージョン 10.0 では、Analyst ツールの用語集のセキュリティに次の拡張機能が追加されています。
用語集のセキュリティのユーザーインタフェース

［用語集のセキュリティ］ワークスペースビューに、ロール、ユーザー、およびグループの数が表示されます。
権限と特権ウィザード

［用語集のセキュリティ］ワークスペースで、ウィザードを使用してユーザーに権限または特権を追加すると
き、カテゴリまたはタイプに基づいて用語集アセットをソートできます。また、ユーザーのすべてのアセット
に対して、読み取りおよび書き込み権限を一括割り当てできるようになりました。

アセットビュー
バージョン 10.0 では、アセットビューに添付ファイルの数およびアセットを含む用語集の名前も表示されま
す。
詳細については、『Informatica 10.0 Business Glossary ガイド』の「Business Glossary について」を参照し
てください。
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デフォルトの承認者
バージョン 10.0 では、サービス管理者は、用語集のデフォルトの承認者を設定できます。サービス管理者が指
定するデフォルトの承認者だけが、通常の承認プロセス中に通知を受信したり、進められた承認ワークフロー
中にレベル 1 の投票に参加したりできます。
詳細については、『Informatica 10.0 Business Glossary ガイド』の「用語集の管理」を参照してください。

コマンドラインプログラム
ここでは、バージョン 10.0 の新規および変更されたコマンドについて説明します。
infacmd bg コマンド
以下の表に、新しい infacmd bg コマンドの説明を示します。

コマンド 説明
upgradeRepository モデルリポジトリ内の Business Glossary データをアップグレードします。ドメイン

をアップグレードした後にこのコマンドを実行します。

infacmd dis コマンド
以下の表に、新しい infacmd dis コマンドの説明を示します。

コマンド 説明
addParameterSetEntries アプリケーションとしてデプロイされたマッピングまたはワークフローのパ

ラメータセットにエントリを追加します。
deleteParameterSetEntries アプリケーションとしてデプロイされたマッピングまたはワークフローのパ

ラメータセットからエントリを削除します。特定のパラメータセットエント
リまたはすべてのパラメータセットエントリを削除することができます。

listApplicationObjects アプリケーションに含まれるオブジェクトを一覧表示します。
listComputeOptions 計算ロールのあるノードに対するデータ統合サービスのプロパティを一覧表

示します。
listParameterSetEntries パラメータセット内のエントリを一覧表示します。
listParameterSets アプリケーション内のパラメータセットを一覧表示します。
updateComputeOptions 計算ロールのあるノードに対するデータ統合サービスのプロパティを更新し

ます。特定の計算ノードに対するデータ統合サービスのプロパティをオーバ
ーライドするコマンドを使用してください。

updateParameterSetEntries アプリケーション内のマッピングまたはワークフローに対するパラメータセ
ットに含まれるエントリを更新します。更新するパラメータの名前と値のペ
アをスペースで区切って入力します。

stopBlazeService Blaze エンジンのコンポーネントの作動を停止します。
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以下の表に、infacmd dis コマンドオプションの変更内容を示します。

コマンド 説明
UpdateServiceOptions 次のオプションが、メモリ割り当て用に追加されました。

- MappingServiceOptions.MaxMemPerRequest
- ProfilingServiceOptions.MaxMemPerRequest
- SQLServiceOptions.MaxMemPerRequest
- WSServiceOptions.MaxMemPerRequest
これらのオプションを使用して、データ統合サービスがマッピング、プロ
ファイル、SQL サービス、または Web サービス要求に割り当てるメモリ
の最大量をバイト単位で指定します。
次のオプションが、ワークフロー操作用に追加されました。
- Modules.WorkflowOrchestrationService

このオプションを使用して、ワークフローを実行するモジュールを有効
または無効にします。

- WorkflowOrchestrationServiceOptions.DBName
このオプションを使用して、ワークフローのランタイムメタデータを保
存するデータベースの接続名を指定します。

ExecutionOptions.OutOfProcessExecution オプションは次の値に設定でき
ます。
- IN_PROCESS。データ統合サービスプロセスでジョブを実行します。
- OUT_OF_PROCESS。ローカルノードの個別の DTM プロセス内でジョブ

を実行します。
- OUT_OF_PROCESS_REMOTE。リモートノードの個別の DTM プロセス

内でジョブを実行します。
以前は、このオプションを true（IN_PROCESS）または false

（OUT_OF_PROCESS）に設定していました。
次のオプションは、UpdateServiceProcessOptions コマンドから
UpdateServiceOptions コマンドに移動しました。
- ExecutionOptions.MaxExecutionPoolSize
- ExecutionOptions.MaxMemorySize
- ExecutionOptions.MaxMappingParallelism
- ExecutionOptions.DisHadoopPrincipal
- ExecutionOptions.DisHadoopKeytab
- ExecutionOptions.TemporaryDirectories
- ExecutionOptions.DisHomeDirectory
- ExecutionOptions.CacheDirectory
- ExecutionOptions.SourceDirectory
- ExecutionOptions.TargetDirectory
- ExecutionOptions.RejectFilesDirectory
- ExecutionOptions.HadoopInfaHomeDir
- ExecutionOptions.HadoopDistributionDir
- ExecutionOptions.DisHadoopDistributionDir
次の電子メールサーバーオプションは、スコアカード通知に対して isp 
UpdateSMTPOptions に移動しました。
- EmailServerOptions.SMTPServerHost
- EmailServerOptions.SMTPServerPort
- EmailServerOptions.SMTPServerUser
- EmailServerOptions.SMTPServerPassword
- EmailServerOptions.SenderEmailId
次の電子メールサーバーオプションは、スコアカード通知に対して削除さ
れました。
- EmailServerOptions.SMTPSwitchAuthenticationOn
- EmailServerOptions.SMTPSwitchTLSOn
- EmailServerOptions.SMTPSwitchSSLOn
次の電子メールサーバーオプションは、ワークフロー通知に対して es 
UpdateSMTPOptions コマンドに移動しました。
- EmailServerOptions.SMTPServerHost
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コマンド 説明
- EmailServerOptions.SMTPServerPort
- EmailServerOptions.SMTPServerUser
- EmailServerOptions.SMTPServerPassword
- EmailServerOptions.SMTPSwitchAuthenticationOn
- EmailServerOptions.SenderEmailId
- EmailServerOptions.SMTPSwitchTLSOn
- EmailServerOptions.SMTPSwitchSSLOn
次の電子メールサーバーオプションは削除されました。
- EmailServerOptions.SMTPServerConnectionTimeout
- EmailServerOptions.SMTPServerCommunicationTimeout
次のオプションは、ワークフロー操作に対して削除されました。
- HumanTaskServiceOptions.HTConnectionName
- Modules.HumanTaskService
- Modules.WorkflowService
- WorkflowServiceOptions.HTDataIntegrationServiceName

UpdateServiceProcessOptions ExecutionOptions.MaxSessionSize オプションは廃止されています。残り
の実行オプションは UpdateServiceOptions に移動しました。

infacmd es コマンド
新しい infacmd es プログラムでは電子メールサービスを管理します。
以下の表に、新しい infacmd es コマンドの説明を示します。

コマンド 説明
ListServiceOptions 電子メールサービスに対して設定されたプロパティの一覧を返します。
UpdateServiceOptions 電子メールサービスのプロパティを更新します。
UpdateSMTPOptions 電子メールサービスの電子メールサーバープロパティを更新します。

infacmd hts コマンド
いずれの infacmd hts コマンドも現在は使われていません。

コマンドラインプログラム       21



以下の表に、現在使われていない infacmd hts コマンドの説明、およびバージョン 10.0 で同様のアクションを
実行するときに使用するコマンドを示します。

コマンド 説明
CreateDB ヒューマンタスクのランタイムメタデータを保存するデータベーステーブルを作成します。

バージョン 10.0 では、ワークフローに対するすべてのランタイムメタデータが共通のテーブル
のセットに保存されます。ワークフローメタデータテーブルを作成するには infacmd wfs 
CreateTables を使用します。

DropDB ヒューマンタスクのランタイムメタデータを保存するデータベーステーブルをドロップします。
バージョン 10.0 では、ワークフローに対するすべてのランタイムメタデータが共通のテーブル
のセットに保存されます。ワークフローメタデータテーブルをドロップするには infacmd wfs 
DropTables を使用します。

終了 ヒューマンタスクを停止し、タスクに関連付けられているレコードをワークフローの次のステ
ージに渡します。
ヒューマンタスクを停止し、タスクに関連付けられているレコードをワークフローの次のステ
ージに渡すには infacmd wfs BulkComplete を使用します。

infacmd isp コマンド
以下の表に、新しい infacmd isp コマンドの説明を示します。

コマンド 説明
GetSystemLogDirectory システムログディレクトリを印刷します。
ListNodeRoles ドメイン内のノードのすべてのロールを一覧表示します。
UpdateNodeRole ドメイン内のノードのロールを更新します。ノードのサービスロールまたは計算

ロールを有効または無効にすることができます。

以下の表に、infacmd isp コマンドオプションの変更内容を示します。

コマンド 説明
AddDomainNode 次のオプションが追加されました。

- EnableServiceRole
- EnableComputeRole
これらのオプションを使用して、ノードをドメインに追加したときに、ノー
ド上にあるサービスロールまたは計算ロールを有効にします。

AddNodeResource 次のオプションが追加されました。
- ResourceCategory。このオプションを使用して、リソースが

PowerCenter 統合サービス用であることを指定します。
- ResourceValue。このオプションは、将来使用するために予約されていま

す。

CreateConnection Hadoop 接続の接続オプションが追加されました。
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コマンド 説明
DisableNodeResource、
EnableNodeResource、
ListNodeResources、
RemoveNodeResource

ResourceCategory オプションが追加されました。このオプションを使用し
て、リソースが PowerCenter 統合サービス用であることを指定します。

GetLog 次のサービスタイプが ServiceType オプションに追加されました。
- ES。電子メールサービス
- SCH。スケジューラサービス
- RMS。リソースマネージャサービス

GetNodeName Outputfile オプションが追加されました。このオプションをファイル名およ
びパスと使用して、ノード名をファイルに印刷します。

ListNodes NodeRole オプションが追加されました。このオプションを使用して、特定
のロールが設定されたノードを一覧表示します。

ListServices 次のサービスタイプが ServiceType オプションに追加されました。
- ES。電子メールサービス
- SCH。スケジューラサービス
- RMS。リソースマネージャサービス

PurgeMonitoring NumDaysToRetainDetailedStat オプションが追加されました。このオプシ
ョンを使用して、データ統合サービスが統計をパージするときに、詳細な履
歴データがモデルリポジトリ内に保持される日数を設定します。

UpdateMonitoringOptions DetailedStatisticsExpiryTime オプションが追加されました。このオプション
を使用して、データ統合サービスがモデルリポジトリから詳細な統計をいつ
パージするかを指定します。
valid StatisticsExpiryTime の値が変更されました。最小値は 0 です。最大値
は 366 です。デフォルトは 180 です。

infacmd mrs コマンド
以下の表に、新しい infacmd mrs コマンドの説明を示します。

コマンド 説明
CheckInObject チェックアウトされている 1 つのオブジェクトをチェックインします。オブ

ジェクトがモデルリポジトリにチェックインされます。
CreateFolder モデルリポジトリでプロジェクト内にフォルダを作成します。
CreateProject デフォルトのモデルリポジトリにプロジェクトを作成します。
DeleteFolder モデルリポジトリ内のプロジェクトからフォルダを削除します。
DeleteProject モデルリポジトリのプロジェクトを削除します。
ListCheckedOutObjects ユーザーがチェックアウトしたオブジェクトを一覧表示します。
ListFolders 指定したプロジェクトフォルダパス内に含まれている、すべてのフォルダの

名前を一覧表示します。
ListLockedObjects ユーザーがロックしたオブジェクトのリストを表示します。
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コマンド 説明
PopulateVCS モデルリポジトリをバージョン管理システムと同期します。
ReassignCheckedOutObject チェックアウトされたオブジェクトの所有権を別のユーザーに再割り当てし

ます。
RenameFolder プロジェクト内のフォルダの名前を変更します。
UndoCheckout モデルリポジトリオブジェクトのチェックアウトを元に戻します。
UnlockObject ユーザーがロックしたモデルリポジトリオブジェクトをロック解除します。

以下の表に、infacmd mrs コマンドオプションの変更内容を示します。

コマンド 説明
UpdateServiceOptions 次のオプションが追加されました。

- VCS.Host
- VCS.Port
- VCS.User
- VCS.Password
- VCS.Type
- VCS.MRSPath
これらのオプションを使用して、モデルリポジトリのバージョン管理を設定しま
す。

infacmd ms コマンド
以下の表に、新しい infacmd ms コマンドの説明を示します。

コマンド 説明
GetRequestLog マッピングログを指定されたファイルに書き込みます。
UpgradeMappingParameterFile Informatica の以前のバージョンで作成したパラメータファイルを、

Informatica バージョン 10.0 で有効なパラメータファイルの形式に変換
します。

以下の表に、更新された infacmd ms コマンドオプションの説明を示します。

コマンド 説明
RunMapping 次のオプションが追加されました。

- OptimizationLevel。 データ統合サービスがマッピングに適用する最適化方式を制御しま
す。

- PushdownType。データ統合サービスがマッピングに適用するプッシュダウンタイプを制
御します。

- CustomProperties。Informatica グローバルスタマーサポートの要求により、マッピング
にカスタムプロパティを定義します。

infacmd rms コマンド
新しい infacmd rms プログラムではリソースマネージャサービスを管理します。
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以下の表に、新しい infacmd rms コマンドの説明を示します。

コマンド 説明
ListComputeNodeAttributes 指定されたノードまたはすべてのノードに対する、オーバーライドされた計

算ノード属性を一覧表示します。
ListServiceOptions リソースマネージャサービスのプロパティを一覧表示します。
SetComputeNodeAttributes 指定したノードの計算ノード属性をオーバーライドします。
UpdateServiceOptions リソースマネージャサービスのプロパティを更新します。

infacmd sch コマンド
新しい infacmd sch プログラムではスケジューラサービスを管理します。
以下の表に、新しい infacmd sch コマンドの説明を示します。

コマンド 説明
CreateSchedule 1 つ以上のデプロイされたマッピングまたはワークフローオブジェクトに

対するスケジュールを作成します。
DeleteSchedule 1 つ以上のスケジュールを削除します。
ListSchedule スケジュールどおりに実行されているジョブのリストを返します。
ListServiceOptions スケジューラサービスに設定されているプロパティのリストを返します。
ListServiceProcessOptions スケジューラサービスプロセスに設定されているプロパティのリストを返

します。
PauseAll すべてのスケジュールを一時停止します。
PauseSchedule 1 つのスケジュールを一時停止します。
ResumeAll すべてのスケジュールを再開します。
ResumeSchedule スケジュールを再開します。
UpdateSchedule 1 つのスケジュール設定を更新します。
UpdateServiceOptions スケジューラサービスのプロパティを更新します。
UpdateServiceProcessOptions スケジューラサービスプロセスのプロパティを更新します。
アップグレード スケジューラサービス設定をアップグレードします。
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infacmd wfs コマンド
以下の表に、新しい infacmd wfs コマンドの説明を示します。

コマンド 説明
BulkComplete ヒューマンタスクの操作を停止し、タスクに関連付けられているレコード

をワークフローの次のステージに渡します。
CreateTables ワークフローのランタイムメタデータを保存するデータベーステーブルを

作成します。
DropTables ワークフローのランタイムメタデータを保存しているデータベーステーブ

ルをドロップします。
ListMappingPersistedOutputs コマンドで指定されたマッピングタスクインスタンスについて、保持され

ている各マッピング出力の状態を一覧表示します。
SetMappingPersistedOutputs 指定したマッピングインスタンスについて、保持されている各マッピング

出力を更新するか、保持されているマッピング出力に NULL 値を設定しま
す。

UpgradeParameterFile パラメータファイルをアップグレードして、ファイル内のパラメータ値が
最新リリースで有効であることを確認します。コマンド実行時に、更新す
るパラメータファイルを特定し、有効なパラメータ値を含むターゲットフ
ァイルを指定します。

以下の表に、更新された infacmd wfs コマンドオプションの説明を示します。

コマンド 説明
abortWorkflow RuntimeInstanceID オプションの名前が InstanceId に変更されました。このオプション

は、強制終了するワークフローインスタンスを特定します。
Wait オプションは削除されました。

cancelWorkflow RuntimeInstanceID オプションの名前が InstanceId に変更されました。このオプション
は、キャンセルするワークフローインスタンスを特定します。
Wait オプションは削除されました。

recoverWorkflow RuntimeInstanceID オプションの名前が InstanceId に変更されました。このオプション
はリカバリするワークフローインスタンスを特定します。
Wait オプションは削除されました。

startWorkflow ParameterSet オプションが追加されました。
このオプションで、ワークフローでランタイムに使用されるパラメータセットの名前を
指定します。
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infasetup コマンド
以下の表に、新しい SystemLogDirectory オプションの説明を示します。

コマンド 説明
DefineDomain
DefineGatewayNode
DefineWorkerNode
UpdateGatewayNode
UpdateWorkerNode

SystemLogDirectory オプションが追加されました。このオプションを使用して、
ログのカスタムの場所を指定します。

詳細については、『Informatica 10.0 コマンドリファレンス』を参照してください。

接続性
ここでは、バージョン 10.0 の新しい接続機能について説明します。

PowerCenter の接続性
ここでは、バージョン 10.0 の新しい接続機能について説明します。
Microsoft SQL Server へのネイティブ接続
バージョン 10.0 では、Microsoft SQL Server の DataDirect ODBC ドライバを使用して、UNIX マシンからの
Microsoft SQL Server データベースへのネイティブ接続を設定できます。
Microsoft SQL Server データベースへの接続に使用する接続プロバイダを選択できます。選択できる接続タイ
プは、ODBC または OLE DB です。統合サービスを有効にすれば、データソース名（DSN）を使用して接続す
ることもできます。また、NTLM 認証を使用して、Microsoft SQL Server に接続するユーザーを認証すること
もできます。
ネイティブ接続の設定の詳細については、『Informatica 10.0 インストール&環境設定ガイド』の付録「UNIX
からのデータベースへの接続」を参照してください。

接続の切り替え
バージョン 10.0 では、Developer tool で、リレーショナルデータオブジェクトまたはカスタマイズデータオ
ブジェクトの接続を切り替えて、別のリレーショナルデータベース接続を使用できます。接続を切り替えると、
Developer tool により、データオブジェクトに基づくすべての読み取り、書き込み、およびルックアップトラ
ンスフォーメーションで、データオブジェクトの接続の詳細が更新されます。データベースを別のデータベー
スに移行するときに接続を切り替えたり、新しい接続を使用するために既存のマッピングを同時に更新したり
できます。
接続は、次の接続タイプのいずれかに切り替えることができます。
• IBM DB2
• Microsoft SQL Server
• ODBC
• Oracle
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次の図は、接続の切り替えに使用するダイアログボックスを示しています。

詳細については、『Informatica 10.0 Developer tool ガイド』の「接続」を参照してください。

データ型
ここでは、バージョン 10.0 の新しいデータ型機能について説明します。

Informatica のデータ型
ここでは、Developer tool での新しいデータ型について説明します。

Decimal データ型
バージョン 10.0 では、一部のトランスフォーメーションは、最大 38 桁の精度を持つ Decimal データ型をサポ
ートします。Decimal データ型の精度は 1～38 桁で、位取りは 0～38 です。その他のトランスフォーメーショ
ンは、最大 28 桁の精度を持つ Decimal データ型をサポートします。
最大 38 桁精度の Decimal データ型をサポートするトランスフォーメーションでは、ターゲットに 38 桁を上回
る精度が含まれ、高精度が有効になっている場合、データ統合サービスが結果を倍精度浮動小数点数として保
存します。
詳細については、『Informatica 10.0 Developer tool ガイド』の付録「データ型リファレンス」を参照してく
ださい。

Decimal 38 データ型のマッピング
バージョン 10.0 では、28 桁より大きく 38 桁以下の精度を持つ、高精度モードのフィールドを含むマッピング
を実行する場合、データ統合サービスは最大 38 桁の精度を処理します。アップグレード後、精度が 38 桁より
も大きい場合も、動作に変更はありません。
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次の表で、適用可能な精度に基づくアップグレード後の動作について説明します。

精度 旧バージョン 10.0
28 より大きく 38 以下 Double Decimal
38 より大きい Double Double

例えば、次のようなソースデータがあります。12345678901234567890123456789012345678
旧バージョンでは、ターゲットに次のデータが含まれます。 12345678901234500000000000000000000000
10.0 では、ターゲットに次のデータが含まれます。12345678901234567890123456789012345678
詳細については、『Informatica 10.0 Developer tool ガイド』の付録「データ型リファレンス」を参照してく
ださい。

Timestamp with Time Zone
バージョン 10.0 では、ほとんどのトランスフォーメーションが Timestamp with Time Zone データ型をサポ
ートします。Timestamp with Time Zone は、タイムゾーンのオフセットまたはタイムゾーンのリージョン名
が含まれる、Timestamp データ型のバリアントです。
Timestamp with Time Zone データ型を Developer tool にインポートすると、関連付けられたトランスフォ
ーメーションデータ型は timestampWithTZ になります。timestampWithTZ の精度は 36 で、位取りは 9 で
す。Timestamp with Time Zone の置換値の範囲は、-12:00 < UTC < +14:00 です。
詳細については、『Informatica 10.0 Developer Tool ガイド』の付録「データ型リファレンス」を参照してく
ださい。

Timestamp with Local Time Zone
バージョン 10.0 では、Timestamp with Local Time Zone データ型は、タイムスタンプデータの別のバリアン
トです。このデータ型では、タイムゾーンデータがデータベースのタイムゾーンに正規化されます。
Timestamp with Local Time Zone データ型を Developer tool にインポートすると、関連付けられたトランス
フォーメーションのデータ型が date/time になります。Timestamp with Local Time Zone データ型は
Timestamp に相当するため、このデータ型はほとんどのトランスフォーメーションで暗黙的にサポートされ
ます。
Timestamp (6) with Local Time Zone の精度は 26、位取りは 6 です。これは、date/time (29,9)トランスフ
ォーメーションデータ型にマップされます。
詳細については、『Informatica 10.0 Developer tool ガイド』の付録「データ型リファレンス」を参照してく
ださい。

マニュアル
ここでは、バージョン 10.0 の Informatica のマニュアルで追加または更新されたガイドについて説明します。
Informatica のマニュアルには次の新しいガイドが付属しています。
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Informatica アクセシビリティガイド
バージョン 10.0 では、『Informatica アクセシビリティガイド』に、Informatica Administrator、
Informatica Analyst、Informatica Developer のアクセシビリティ情報とキーボードショートカットが記
載されています。『Informatica アクセシビリティガイド』は、Administrator ツール、Analyst ツール、
および Developer tool のオンラインヘルプに含まれています。
詳細については、『Informatica 10.0 アクセシビリティガイド』を参照してください。

Informatica Big Data 管理セキュリティガイド
バージョン 10.0 では、『Informatica Big Data 管理セキュリティガイド』に、Big Data 管理と Hadoop の
セキュリティ情報が記載されています。
以前は、Big Data と Hadoop のセキュリティ情報は、『Informatica Big Data Edition ユーザーガイド』
に記載されていました。

次のガイドは、PowerCenter のマニュアルから削除されています。
PowerCenter データプロファイリングガイド

バージョン 10.0 では、『PowerCenter データプロファイリングガイド』は PowerCenter のマニュアルか
ら削除されています。
Informatica におけるプロファイリングと検出の詳細については、『Informatica 10.0 データ検出ガイド』
を参照してください。

Informatica Big Data Edition ユーザーガイド
バージョン 10.0 では、『Informatica Big Data Edition ユーザーガイド』は PowerCenter のマニュアルか
ら削除されています。
Informatica における Big Data の詳細については、『Informatica 10.0 Big Data 管理ユーザーガイド』を
参照してください。

Informatica Big Data Edition インストール＆環境設定ガイド
バージョン 10.0 では、『Informatica Big Data Edition インストール＆環境設定ガイド』は PowerCenter
のマニュアルから削除されています。
Informatica における Big Data のインストールと環境設定の詳細については、『Informatica 10.0 Big 
Data 管理のインストール＆環境設定ガイド』を参照してください。

ドメイン
ここでは、バージョン 10.0 の新しいドメイン機能について説明します。

ノード
バージョン 10.0 では、各ノードに、ノードの目的を定義するロールがあります。
ノードは次のロールを持つことができます。
サービスロール

サービスロールが指定されたノードは、アプリケーションサービスを実行できます。ノードでサービスロ
ールを有効にすると、サービスマネージャはそのノードで実行されるように設定されたアプリケーション
サービスをサポートします。
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計算ロール
計算ロールが指定されたノードは、リモートアプリケーションサービスが要求する計算を実行できます。
ノードで計算ロールを有効にすると、サービスマネージャはそのノードでコンテナを管理します。コンテ
ナとは、メモリリソースと CPU リソースの割り当てのことです。アプリケーションサービスは、コンテナ
を使用して、ノード上でリモートで計算を実行します。例えば、データ統合サービスグリッドに、サービ
スロールが指定されたノード 1 と計算ロールが指定されたノード 2 が含まれているとします。ノード 1 で
実行されるデータ統合サービスプロセスは、ノード 2 上のコンテナ内でマッピングを実行します。

サービスロールと計算ロール
両方のロールが指定されたノードは、アプリケーションサービスを実行できるほか、それらのサービスの
計算をローカルに実行できます。

デフォルトでは、各ゲートウェイと作業ノードはサービスロールと計算ロールの両方が有効になります。ジョ
ブを計算ロールが指定されたリモートノードで実行するように設定されているデータ統合サービスグリッドに
ノードが割り当てられている場合は、ノードロールを更新できます。ノードをデータ統合サービスプロセスの
実行専用にするには、サービスロールだけを有効にします。ノードをデータ統合サービスマッピングの実行専
用にするには、計算ロールだけを有効にします。
ノードロールの詳細については、『Informatica 10.0 Administrator ガイド』の章「ノード」を参照してくださ
い。

Informatica Administrator
ここでは、バージョン 10.0 の新しい Administrator 機能について説明します。

［管理］タブ
バージョン 10.0 では、［管理］タブに次の新機能が含まれます。

［ドメイン］ビュー
［ドメイン］ビューには、ドメインのステータスの概要が示されます。ドメインに関する情報の表示、ドメ

インに関する履歴情報の表示、一般的なアクションの実行ができます。
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次の図は［管理］タブ上の［ドメイン］ビューを示しています。

1.［ドメインアクション］メニュー
2.［コンテンツ］パネル
3.［オブジェクトアクション］メニュー
4. サービスの状態の概要
5. メモリ使用状況インジケータ
6. CPU 使用量インジケータ

［ドメイン］ビューには、次の情報が含まれます。
• ドメイン。ドメインのプロパティ、ログ、および過去のイベントを表示できます。ドメインをシャット

ダウンすることもできます。
• ［コンテンツ］パネル。ドメイン内のサービス、ノード、およびグリッドを表示します。オブジェクト

のプロパティ、イベント、ログ、および依存性を表示できます。サービスの有効化、無効化、およびリ
サイクル、ならびにノードのシャットダウンもできます。

• フィルタ。ドメインのコンテンツを状態またはサービスタイプでフィルタリングできます。ドメインオ
ブジェクトを検索したり、タイプ、グリッド、またはフォルダ別にドメインオブジェクトを参照するこ
ともできます。

• サービスの状態の概要。ドメイン内のサービスの数と状態を表示するドーナツグラフ。
• リソース使用状況パネル。ドメイン内のオブジェクトのメモリおよび CPU の使用量を、マシン上のす

べてのプロセスのメモリおよび CPU の使用量と比較する棒グラフ。
• コマンド履歴。Administrator ツールから送信されたサービスライフサイクルコマンドが表示されま

す。ライフサイクルコマンドには、有効化、無効化、およびリサイクルなどがあります。
• ［履歴］ビュー。選択した時間範囲における履歴ステータス、リソースの使用状況、およびドメイン内

のイベントを表示します。
• ［イベント］パネル。ドメイン内のサービスおよびノードのイベントを表示します。

ナビゲータ
ドメインナビゲータの［サービスとノード］ビューで、ノード、アプリケーションサービス、およびグリ
ッドの検索とフィルタリングができます。オブジェクトを名前で検索できます。また、ナビゲータに表示
するオブジェクトのリストをオブジェクトタイプでフィルタリングすることもできます。

［スケジュール］ビュー
スケジュールの表示および管理は［スケジュール］ビューで実行できます。
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詳細については、『Informatica 10.0 管理者ガイド』を参照してください。

依存関係グラフ
バージョン 10.0 では、依存関係グラフには、［管理］タブの［ドメイン］ビューからアクセスします。以前は、
依存関係グラフには、［ドメイン］タブの［サービスとノード］ビューからアクセスしていました。
依存関係グラフには、新しいユーザーインタフェースと追加機能があります。
次の図は、新しい依存関係グラフを示しています。

依存関係グラフでは、次のタスクを実行できます。
• サービス、ノード、またはグリッドのプロパティを表示する。
• サービスのログを表示する。
• ノードをシャットダウンする。
• サービスを有効化または無効化する。
• サービスをリサイクルする。
• サービスのダウンストリーム依存性を無効化する。サービスに依存する 1 つ以上のサービスを無効化できま

す。ダウンストリームプロセスが強制終了モードで無効化されます。
• サービスのダウンストリーム依存性をリサイクルする。サービスに依存する 1 つ以上のサービスをリサイク

ルできます。ダウンストリームプロセスが強制終了モードでリサイクルされます。
詳細については、『Informatica 10.0 管理者ガイド』を参照してください。

監視
バージョン 10.0 では、Administrator ツールの［監視］タブが［モニタ］タブという名前に変更されました。

［モニタ］タブには、次の新機能があります。
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［モニタ］タブのビュー
［モニタ］タブには、次のビューが含まれています。
• ［サマリ統計］ビュー。選択した時間範囲のリソースの使用状況、オブジェクトの配布、およびオブジ

ェクトの状態が表示されます。
次の図は、［サマリ統計］ビューを示しています。

• ［実行統計］ビュー。以前のバージョンの［監視］タブにあったナビゲータとビューが含まれています。
［実行統計］ビューのビュー

ワークフローのアドホックマッピングジョブ、デプロイ済みのマッピングジョブ、およびマッピングオブ
ジェクトに関する統計を表示できます。
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［コンテンツ］パネルでこれらのオブジェクトのいずれかを選択すると、［詳細］パネルに次の新しいビュ
ーが表示されます。
• ［サマリ統計］ビュー。ソースおよびターゲットのスループットとリソースの使用状況に関する情報が

表示されます。
次の図は、マッピングジョブの［サマリ統計］ビューを示しています。

• ［詳細統計］ビュー。個別のローカルプロセスで実行されるジョブのうち、その実行期間が 1 分を超え
るものについて表示されます。ソースおよびターゲットのスループットとリソースの使用状況のグラフ
が表示されます。
次の図は、ワークフローのマッピングジョブの［詳細統計］ビューを示しています。

設定
［監視設定］（旧称: ［グローバル設定］）には、［詳細履歴データの保持］という新しいオプションがあり

ます。このオプションは、分単位の統計が期限切れになった場合、その統計をいつモデルリポジトリから
パージするのかを設定するために使用します。デフォルトは 14 です。最小値は 1 です。最大値は 14 で
す。

詳細については、『Informatica 10.0 管理者ガイド』の「監視」を参照してください。
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Informatica Analyst
ここでは、バージョン 10.0 の新しい Analyst ツール機能について説明します。

アセットのバージョン管理
バージョン 10.0 では、モデルリポジトリがバージョン管理システムと統合されていると、バージョン管理シス
テムによって、開発チームの他のメンバによる上書きからアセットが保護されます。アセットのチェックアウ
トとチェックイン、アセットのチェックアウトの取り消しなどを実行できます。
詳細については、『Informatica 10.0 Analyst ツールガイド』の「モデルリポジトリ」を参照してください。

プロファイル
ここでは、Analyst ツールのプロファイルおよびプロファイル結果の新機能について説明します。
カラムのプロファイル
バージョン 10.0 では、［ライブラリ］ワークスペースでデータオブジェクトを右クリックして、カラムプロフ
ァイルを作成できます。データオブジェクトおよびフォルダオプションは、プロファイルウィザードで自動的
に更新されます。
カラムプロファイルの詳細については、『Informatica 10.0 データ検出ガイド』の「Informatica Analyst のカ
ラムプロファイル」の章を参照してください。
カラムプロファイル結果
バージョン 10.0 では、カラムプロファイル結果に次の新機能と改良点が追加されています。
• サマリビューと詳細ビューにプロファイル結果が表示される。サマリビューでは、プロファイル結果の概要

がグリッド形式で表示されます。詳細ビューでは、カラム固有の詳細情報が表示されます。
• サマリビューと詳細ビューにプロファイル結果の異常値が表示される。異常値とは、特定のカラムで、期待

される値の範囲に収まらないパターン、値、頻度のことです。
• 最新のプロファイル実行、履歴プロファイル実行、統合済みプロファイル実行のプロファイル結果が表示さ

れる。任意の履歴プロファイル実行のプロファイル結果を表示できます。統合済みプロファイル実行を実行
すると、プロファイルの各カラムについて最新の結果を表示できます。

• 2 つのプロファイル実行のプロファイル結果を比較し、サマリビューおよび詳細ビューに結果を表示する。
• JSON または XML データソースでプロファイルのプロファイル結果を表示する。
• ビジネス用語、タグ、およびコメントがプロファイルおよびプロファイルのカラムに追加される。
カラムプロファイル結果の詳細については、『Informatica 10.0 データ検出ガイド』の「Informatica Analyst
のカラムプロファイル結果」の章を参照してください。
Decimal データ型
バージョン 10.0 では、精度が最大 38 桁の Decimal データ型のカラムでプロファイルを作成できます。
詳細については、『Informatica 10.0 データ検出ガイド』を参照してください。
JDBC の接続
バージョン 10.0 では、JDBC 接続を IBM DB2 UDB、Microsoft SQL Server、および Oracle データベースタイ
プのプロファイリングウェアハウス接続として指定できます。JDBC 接続をプロファイリングウェアハウス接
続として使用して、カラムプロファイル、ルールプロファイル、ドメイン検出、およびスコアカードを作成で
きます。
詳細については、『Informatica 10.0 インストール＆環境設定ガイド』を参照してください。
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オブジェクトのバージョン管理
バージョン 10.0 では、モデルリポジトリがバージョン管理システムと統合されている場合、バージョン管理シ
ステムにより、開発チームの他のメンバによってオブジェクトが上書きされることを防止できます。プロファ
イルのチェックアウトおよびチェックイン、プロファイルのチェックアウトの取り消し、プロファイルの履歴
バージョンの表示およびリストアを行うことができます。
オブジェクトのバージョン管理の詳細については、『Informatica 10.0 データ検出ガイド』の「Informatica 
Analyst のカラムプロファイル」の章を参照してください。
ルールおよびフィルタ
バージョン 10.0 では、カラムプロファイルの作成時にルールおよびフィルタを追加または編集できます。
詳細については、『Informatica 10.0 データ検出ガイド』を参照してください。
スコアカードフィルタ
バージョン 10.0 では、フィルタを作成して、スコアカードのメトリックに適用できます。
スコアカードフィルタの詳細については、『Informatica 10.0 データ検出ガイド』の「Informatica Analyst の
スコアカード」の章を参照してください。

Informatica Developer
ここでは、バージョン 10.0 の新しい Informatica Developer 機能について説明します。

DDL の生成と実行
Informatica 10.0 では、DDL スクリプトを生成、実行して、データベース内にテーブルを作成できます。
Developer tool を使用すると、モデルリポジトリ内の 1 つ以上のリレーショナルデータオブジェクトに対して
DDL スクリプトを生成し、その DDL スクリプトを実行して、ターゲットデータベースでテーブルを作成また
は置換できます。データベースにターゲットがすでに存在する場合は、そのターゲットを削除して再作成でき
ます。
詳細については、『Informatica Developer tool ガイド』の「物理データオブジェクト」を参照してください。

実行時のリレーショナルメタデータおよびフラットファイルメタデータの生成
バージョン 10.0 では、データソースに対するメタデータ変更を許可する、動的なソースとターゲットを含むマ
ッピングを作成できます。ソースまたはターゲットが動的になるように設定すると、データ統合サービスは、
リレーショナルデータソースおよびフラットファイルデータソースに対するメタデータ変更を実行時に解釈で
きます。
データ統合サービスは、次の機能を実行できます。
• カラムの順序が物理データオブジェクトのカラムの順序とは異なるソースから、データを読み取ります。
• 物理データオブジェクトに存在しないソース内の追加カラムからデータを読み取ります。
• ソースには存在しないが物理データオブジェクトには存在するカラムのデータを無視します。
リレーショナルデータソースの場合、データ統合サービスはデータベーススキーマから直接メタデータ変更を
取得します。
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フラットファイルデータソースの場合、データ統合サービスが、データファイルヘッダ、コントロールファイ
ルからメタデータ変更を取得するように、またはデータソース内のカラムからメタデータ変更を自動的に取得
するように、フラットファイルデータオブジェクトを設定する必要があります。フラットファイルデータオブ
ジェクトの［詳細］タブで、［ランタイムカラム名の生成］プロパティを設定します。
マッピングを開発するときは、実行時にデータソースから直接データオブジェクトカラムを取得するように、
読み取りおよび書き込みトランスフォーメーションを設定します。ルックアップソースから直接データオブジ
ェクトカラムを取得するように、ルックアップトランスフォーメーションを設定することもできます。トラン
スフォーメーションの［データオブジェクト］タブで、［実行時に、データソースからデータオブジェクトのカ
ラムを取得します］を選択します。
詳細については、『Informatica 10.0 Developer マッピングガイド』の「動的マッピング」を参照してくださ
い。

PowerCenter からのインポート
バージョン 10.0 では、次の PowerCenter トランスフォーメーションを Developer tool にインポートできま
す。
• ノーマライザトランスフォーメーション
• シーケンスジェネレータトランスフォーメーション
• アップデートストラテジトランスフォーメーション
詳細については、『Informatica 10.0 Developer マッピングガイド』を参照してください。

Monitoring ツール
バージョン 10.0 では、Monitoring ツールに次の新機能があります。

［実行統計］ビュー
バージョン 9.6.1 の Monitoring ツールにあったナビゲータとビューが含まれています。

［サマリ統計］ビュー
選択した時間範囲のリソースの使用状況、オブジェクトの配布、およびオブジェクトの状態が表示されま
す。
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［実行統計］ビューのビュー
［実行統計］ビューでは、ワークフローのアドホックマッピングジョブ、デプロイ済みのマッピングジョ

ブ、およびマッピングオブジェクトに関する詳細な情報を確認できます。［コンテンツ］パネルでこれらの
オブジェクトのいずれかを選択すると、［詳細］パネルに次の新しいビューが表示されます。
• ［サマリ統計］ビュー。ソースおよびターゲットのスループットとリソースの使用状況に関する情報が

表示されます。
次の図は、マッピングジョブの［サマリ統計］ビューを示しています。

• ［詳細統計］ビュー。ソースおよびターゲットのスループットとリソースの使用状況のグラフが表示さ
れます。個別のローカルプロセスで実行されるジョブのうち、その実行期間が 1 分を超えるものにつ
いて表示されます。
次の図は、ワークフローのマッピングジョブの［詳細統計］ビューを示しています。

詳細については、『Informatica 10.0 Developer tool ガイド』の章「データの表示」を参照してください。

オブジェクトのバージョン管理
バージョン 10.0 では、モデルリポジトリをバージョン管理システムに統合すると、開発チームの他のメンバが
オブジェクトを上書きすることを防止できます。オブジェクトのチェックアウトとチェックイン、オブジェク
トのチェックアウトの取り消し、およびオブジェクトの履歴バージョンの表示とリストアが可能です。
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Developer tool では、バージョン管理されたモデルリポジトリは、緑色のチェックマークがついた白色のアイ
コンで示されます。
次の図は、バージョン管理システムと統合された MRS1 と、統合されていない MRS2 の、2 つの接続されたリ
ポジトリを示しています。

詳細については、『Informatica 10.0 Developer tool ガイド』の章「モデルリポジトリ」を参照してください。

アプリケーションの物理データオブジェクト
バージョン 10.0 では、アプリケーションに物理データオブジェクトを追加できます。
詳細については、『Informatica 10.0 Developer tool ガイド』の章「アプリケーションデプロイメント」を参
照してください。

プロファイル
ここでは、Developer tool のプロファイルおよびプロファイル結果の新機能について説明します。
JSON および XML データソースを使用したカラムプロファイル
バージョン 10.0 では、次の方法を使用して、JSON および XML データソースでカラムプロファイルを作成で
きます。
• フラットファイル。 この方法では、テキストファイルを作成して、JSON または XML ファイルソースの場

所をファイルに追加する必要があります。テキストファイルを使用して、フラットファイルデータオブジェ
クトを作成します。フラットファイルデータオブジェクトでカラムプロファイルを作成します。

• 複合ファイルリーダー。この方法では、JSON または XML ソースファイルで複合ファイルデータオブジェ
クトを作成して、複合ファイルデータオブジェクトでカラムプロファイルを作成します。

• HDFS の JSON または XML ファイル。この方法では、HDFS との接続を作成して、HDFS の JSON または
XML ファイルで複合ファイルデータオブジェクトを作成する必要があります。複合ファイルデータオブジ
ェクトを使用してカラムプロファイルを作成できます。

• フォルダの JSON または XML ファイル。この方法では、すべての JSON または XML ファイルを 1 つのフ
ォルダに統合する必要があります。HDFS との接続を作成して、フォルダで複合ファイルデータオブジェク
トを作成します。複合ファイルデータオブジェクトでカラムプロファイルを作成できます。

JSON および XML データソースを使用したカラムプロファイルの詳細については、『Informatica 10.0 データ
検出ガイド』の「データオブジェクトプロファイル」の章を参照してください。
Decimal データ型
バージョン 10.0 では、精度が最大 38 桁の Decimal データ型のカラムでプロファイルを作成できます。
詳細については、『Informatica 10.0 データ検出ガイド』を参照してください。
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外部キーのキュレーション
バージョン 10.0 では、推測されるカラムのリレーションを拒否すると、関連付けられたすべてのリレーション
も拒否されます。
キュレーションの詳細については、『Informatica 10.0 データ検出ガイド』の「エンタープライズ検出結果」の
章を参照してください。
JDBC の接続
バージョン 10.0 では、JDBC 接続を IBM DB2 UDB、Microsoft SQL Server、および Oracle データベースタイ
プのプロファイリングウェアハウス接続として指定できます。JDBC 接続を使用して、カラムプロファイル、
ルールプロファイル、ドメイン検出、およびスコアカードを作成できます。
詳細については、『Informatica 10.0 インストール＆環境設定ガイド』を参照してください。
オブジェクトのバージョン管理
バージョン 10.0 では、モデルリポジトリがバージョン管理システムと統合されている場合、バージョン管理シ
ステムにより、開発チームの他のメンバによってオブジェクトが上書きされることを防止できます。プロファ
イルのチェックアウトおよびチェックイン、プロファイルのチェックアウトの取り消し、プロファイルの履歴
バージョンの表示およびリストアを行うことができます。
オブジェクトのバージョン管理の詳細については、『Informatica 10.0 データ検出ガイド』の「Informatica 
Developer のプロファイル」の章を参照してください。

Informatica Development Platform
ここでは、Informatica Development Platform の新機能および改良点について説明します。
Informatica コネクタツールキット
バージョン 10.0 では、Informatica コネクタツールキットの次の機能を使用できます。
Java データ型

ネイティブデータ型を Java データ型にマップできます。ネイティブデータ型をマップする場合、データ
ソースから読み取る最適な Java データ型を選択し、ターゲットデータベースまたはアプリケーションに
書き込む最適なネイティブデータ型を選択します。

複数のネイティブメタデータオブジェクト
アダプタに複数のネイティブメタデータオブジェクトを定義できます。例えば、リレーショナルデータソ
ースのテーブル、ビュー、およびシノニムに異なるネイティブメタデータオブジェクトを作成できます。

SORT および SELECT
アダプタが特定の順序でデータソースからデータを取得するための SORT 文のサポートを定義できます。
アダプタがデータソースから読み取るときに SELECT 文をサポートするかどうかを定義できます。
Informatica コネクタツールキットを使用して、アダプタに次の SELECT 文を定義できます。
• すべて選択
• 任意選択
• 個別選択
• 最初の行の選択
• 最後の行の選択
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パーティション
パーティションタイプを指定し、アダプタがデータを読み取るまたは書き込むときに使用するパーティシ
ョンロジックを実装できます。
次のいずれかまたはすべてのパーティションタイプをアダプタに指定できます。
• 動的。 データ統合サービスは、実行時にデータソースのパーティション情報に基づいてパーティショ

ンの数を決定します。
• 静的。データ統合サービスは、ユーザーが指定したパーティションの数やキー範囲パーティションなど

のパーティション情報に基づいてパーティション化ロジックを決定します。
パラメータ化

ネイティブメタデータオブジェクトの読み取りおよび書き込み機能の属性でサポートされるパラメータ化
（すべてのパラメータ化または部分的なパラメータ化）を指定できます。ネイティブメタデータオブジェク

トの読み取りおよび書き込み機能の属性には、実行時に値またはパラメータを割り当てることができます。
データ操作の前後

読み取りまたは書き込み操作の前後に実行できる完了前タスクおよび完了後タスクを実装できます。例え
ば、書き込み操作の前にターゲットテーブルを切り詰める機能を実装できます。

メッセージ
メッセージを作成して、アダプタの設計時または実行時に発生する例外を処理できます。メッセージウィ
ザードを使用して、メッセージを追加、編集、または削除できます。必要に応じて、メッセージファイル
をローカライズできます。

C ランタイム
アダプタの実行時の動作は C 言語で実装できます。C 言語でコードを作成して、データソースに対するア
ダプタの読み取りおよび書き込み動作を定義できます。

Informatica Cloud のサポート
コネクタを Informatica Cloud にパブリッシュするためのコネクタパッケージをエクスポートできます。

詳細については、『Informatica Development Platform 10.0 Informatica コネクタツールキット Developer
ガイド』を参照してください。

マッピング
ここでは、バージョン 10.0 の新しいマッピング機能について説明します。

Informatica マッピング
ここでは、バージョン 10.0 の新しいマッピング機能について説明します。

動的マッピング
バージョン 10.0 では、ソース、ターゲット、トランスフォーメーションロジックを、定義したパラメータおよ
びルールに基づいて実行時に変更するように、動的マッピングを設定できます。トランスフォーメーションが
受信するポート、トランスフォーメーションロジックで使用するポート、トランスフォーメーショングループ
間で確立するリンクを設定できます。動的マッピングにより、データソースに対する頻繁なメタデータの変更
を管理したり、スキーマが異なる各データソースのマッピングロジックを再利用したりすることができます。
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動的マッピングには、設定可能な次の機能が含まれています。
• 動的ソースを使用すると、実行時にフラットファイルおよびリレーショナルソース内のメタデータを変更で

きます。フラットファイルまたはリレーショナルソース内のメタデータが変更されると、読み取りおよびル
ックアップトランスフォーメーションは、実行時に、データオブジェクトのカラムを動的ソースから直接取
得できます。

• トランスフォーメーションには、定義したルールに基づいて変更可能なカラムを受信する動的ポートを含め
ることができます。動的ポートで、カラムを含めるルールまたは除外するルールを定義できます。
次のトランスフォーメーションには動的ポートを含めることができます。
- アグリゲータ
- 式
- フィルタ
- ジョイナ
- ルックアップ
- ランク
- ルータ
- シーケンスジェネレータ
- ソータ
- アップデートストラテジ

• ジョイナトランスフォーメーション、ルックアップトランスフォーメーション、および式トランスフォーメ
ーションでポートセレクタを定義できます。ポートセレクタは、トランスフォーメーションロジックで参照
できる、ポートの順序リストです。トランスフォーメーションに移動するポートをフィルタリングして、結
合条件、ルックアップ条件、または動的式でポートを参照するように、ポートセレクタを設定します。

• 動的式は、式トランスフォーメーションで定義できます。動的式は、結果を動的出力ポートに返します。動
的式で、ポートセレクタまたは動的ポートを参照できます。動的ポートまたはポートセレクタを参照する
と、動的ポートまたはポートセレクタの各ポートで 1 回、動的式が実行されます。式トランスフォーメーシ
ョンは、式インスタンスごとに個別の出力ポートを生成します。

• 動的ターゲットを使用すると、実行時に、フラットファイルおよびリレーショナルターゲットのカラムを定
義できます。書き込みトランスフォーメーションは、関連付けられたデータオブジェクトまたはマッピング
フローに基づいて、実行時にターゲットのカラムを生成できます。リレーショナルターゲットである書き込
みトランスフォーメーションは、実行時にテーブルの作成や置換を行うこともできます。

• トランスフォーメーションは、実行時に接続するポートをポリシーまたはパラメータに基づいて決定する、
グループ間のリンクを持つことができます。

• ソースとターゲット、ポートのルール、およびトランスフォーメーションプロパティは、パラメータに基づ
いて実行時に変更できます。

動的マッピングの詳細については、『Informatica 10.0 Developer マッピングガイド』の「動的マッピング」
を参照してください。

マッピング出力
バージョン 10.0 では、マッピングの実行から集計値を返すマッピング出力を作成できます。マッピング出力
は、マッピングで処理される各行のフィールド値または式の集計結果です。
例えば、トランスフォーメーションが受け取るソース行から注文フィールドの合計金額を集計するマッピング
出力を設定できます。マッピング出力の値をリポジトリで保持することができます。保持されているマッピン
グ出力の値は、マッピングタスクの入力パラメータに割り当てることができます。また、マッピング出力をワ
ークフロー変数に割り当てることもできます。
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マッピング出力はマッピングの［出力］ビューで作成します。マッピングの式トランスフォーメーションで集
計の式を定義します。
詳細については、『Informatica 10.0 Developer マッピングガイド』を参照してください。

マッピングタスクの入力
バージョン 10.0 では、保持されているマッピング出力を、同じマッピングタスクの入力パラメータに割り当て
ることができます。保持されているマッピング出力とは、データ統合サービスが前のワークフロー実行からリ
ポジトリに保存した値です。例えば、前のワークフロー実行から最後の注文の日付を保持することができます。
マッピングタスクの［入力］ビューでは、保持されている値を入力パラメータに割り当てることができます。
入力パラメータをフィルタ式に含めると、最後の日付以前の行がスキップされます。
詳細については、『Informatica 10.0 Developer ワークフローガイド』の「マッピングタスク」を参照してく
ださい。

マッピングタスクの出力
バージョン 10.0 では、マッピング出力をワークフロー変数に割り当てることができます。現在のユーザー定義
のマッピング出力およびユーザー定義の永続的なマッピング出力をワークフロー変数に割り当てます。現在の
値は、実行中のワークフローでマッピングタスクによって生成された値です。保持されているマッピング出力
は、前の実行からリポジトリに保持された値です。また、システム定義のマッピング出力をワークフロー変数
に割り当てることも可能です。マッピングタスクの［出力］ビューでマッピング出力をワークフロー変数に割
り当てます。
詳細については、『Informatica 10.0 Developer ワークフローガイド』の「マッピングタスク」を参照してく
ださい。

最適化方式
Informatica バージョン 10.0 では、最適化方式に関して次の新機能が利用できます。
グローバル述部最適化方式

データ統合サービスでは、グローバル述部最適化方式を適用できます。グローバル述部最適化方式を適用
する場合、データ統合サービスは、マッピングのフィルタを分割、移動、削除、または簡素化します。デ
ータ統合サービスにより、パイプライン内のソースに可能な限り近くなるようにデータがフィルタリング
されます。また、マッピングで生成される述部式の推論も行います。
詳細については、『Informatica 10.0 パフォーマンス調整ガイド』の章「マッピングの最適化」を参照し
てください。

プッシュダウンの最適化方式
ソースデータベースにトランスフォーメーションロジックをプッシュするには、プッシュダウンタイプを
選択する必要があります。ソースデータベースに対して、トランスフォーメーションロジックをプッシュ
ダウンしない、その一部をプッシュダウンする、またはそのすべてをプッシュダウンすることを選択でき
ます。プッシュダウンタイプのマッピング最適化プランを確認することもできます。
マッピングに更新方式トランスフォーメーションが含まれている場合は、プッシュダウンの最適化を設定
する前に、マッピングのプッシュダウン互換性を確認する必要があります。
詳細については、『Informatica 10.0 開発者マッピングガイド』の章「プッシュダウンの最適化」を参照
してください。

データシップ結合最適化方式
異なるデータベース内にある 2 つの異なるサイズのテーブルのデータをマッピングで結合する必要がある
場合、データ統合サービスはデータシップ結合最適化方式を適用できます。
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詳細については、『Informatica 10.0 パフォーマンス調整ガイド』の章「マッピングの最適化」を参照し
てください。

マッピング最適化プラン
マッピング最適化プランでは、最適化方式がマッピングのパフォーマンスに与える影響を確認できます。
詳細については、『Informatica 10.0 パフォーマンス調整ガイド』の「マッピングの最適化」の章を参照
してください。

パラメータ
Informatica バージョン 10.0 では、パラメータに関して次の新機能が利用できます。
パラメータの使用

パラメータを使用して、接続、SQL ステートメント、Sort By および Group By ポートリスト、式変数、
ランタイム環境などのプロパティを追加で指定できます。

パラメータタイプ
動的マッピングにおいて、式、入力リンクセット、ポート、ポートリスト、リソース、およびソートリス
トの各パラメータタイプを使用できます。

マッピング、マップレットおよびトランスフォーメーション間でのパラメータのバインド
［パラメータ］タブの［インスタンス値］カラムで、マッピングパラメータをマップレットパラメータまた

はトランスフォーメーションパラメータにバインドできます。また、マップレットパラメータをトランス
フォーメーションパラメータにバインドすることも可能です。
パラメータを別のパラメータにバインドすると、実行時、そのパラメータにより別のパラメーターがオー
バーライドされます。既存のパラメータからマッピングまたはマップレットパラメータを作成し、それら
のパラメーターをバインドする操作は、1 回の手順で行えます。オーバーライドするパラメータの［マッ
ピングパラメータとして公開］オプションまたは［マップレットパラメータとして公開］オプションをク
リックします。
マッピングからのパラメータを、読み取りまたは書き込み論理データオブジェクトマッピングのパラメー
タにバインドすることが可能です。

パラメータセット
ワークフローまたはマッピング用のパラメータセットを定義できます。パラメータセットとは、一連のパ
ラメータとその値を含んだモデルリポジトリ内のオブジェクトで、実行時に使用します。パラメータセッ
トは、マッピング、マッピングタスク、またはワークフローで使用します。アプリケーションをデプロイ
する場合、アプリケーションに 1 つ以上のパラメータセットを追加できます。複数のアプリケーションに
1 つのパラメータセットを追加し、デプロイすることができます。

ランタイム環境パラメータ
パラメータを使用してランタイム環境を設定できます。文字列パラメータをマッピングレベルで設定しま
す。デフォルト値は［ネイティブ］または［Hadoop］に設定します。マッピング用のランタイム環境を
選択するときには、［パラメータの割り当て］をクリックし、設定したパラメータを選択します。

パラメータの詳細については、『Informatica 10.0 開発者マッピングガイド』の章「マッピングパラメータ」を
参照してください。
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パーティション化されたマッピング
Informatica バージョン 10.0 では、パーティション化されたマッピングに関して、次の新機能が利用できま
す。
パーティション化されたトランスフォーメーション

追加のトランスフォーメーションでパーティション化がサポートされます。パーティション化に対応した
マッピングに次のトランスフォーメーションが含まれている場合、データ統合サービスは、複数のスレッ
ドを使用してデータを変換できます。
• アドレスバリデータ
• 大文字小文字変換プログラム
• 分類子
• 比較
• データマスキング
• データプロセッサ
• ディシジョン
• キージェネレータ
• ラべラ
• 一致（識別子の一致分析に対応するように設定されている場合）
• マージ
• ノーマライザ
• パーサー
• シーケンスジェネレータ
• ソータ
• 標準化
• 加重平均

キャッシュのパーティション化
アグリゲータ、ジョイナ、またはランクトランスフォーメーションの場合、トランスフォーメーションの
キャッシュパーティション化中のパフォーマンスが最適化されるように複数のキャッシュディレクトリを
設定できます。管理者がデータ統合サービス用に複数のキャッシュディレクトリを設定している場合は、
CacheDir システムパラメータのデフォルト値を使用できます。CacheDir システムパラメータのデフォル
ト値をオーバーライドし、トランスフォーメーションに固有の複数のキャッシュディレクトリを設定する
こともできます。
ソータートランスフォーメーションの場合、トランスフォーメーションのキャッシュパーティション化中
のパフォーマンスが最適化されるように複数の作業ディレクトリを設定できます。管理者がデータ統合サ
ービス用に複数の一時ディレクトリを設定した場合は、TempDir システムパラメータのデフォルト値を使
用できます。TempDir システムパラメータのデフォルト値をオーバーライドし、トランスフォーメーショ
ンに固有の複数のディレクトリを設定することもできます。

マッピングでのデータのソート
データ統合サービスは、ソート順を設定するマッピング用のパーティションを作成できます。ソート済み
フラットファイルソース、ソート済みリレーショナルソース、またはソータートランスフォーメーション
を使用したマッピングでのソート順を設定できます。データ統合サービスがマッピングにパーティション
ポイントを追加すると、データが再配布され、マッピング内ですでに設定されている順序が失われること
があります。パーティション化されたマッピングで順序を保持するには、トランスフォーメーションの詳
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細プロパティで、式、Java、シーケンスジェネレータ、SQL、および書き込みトランスフォーメーション
が行の順序を保持することを指定する必要があります。

パーティション化されたフラットファイルターゲット
フラットファイルターゲットに複数のスレッドが書き込むときのパフォーマンスを最適化するには、フラ
ットファイルデータオブジェクト用に複数の出力ファイルディレクトリを設定します。管理者がデータ統
合サービス用に複数のターゲットディレクトリを設定した場合は、TargetDir システムパラメータのデフ
ォルト値を使用できます。TargetDir システムパラメータのデフォルト値をオーバーライドし、フラット
ファイルデータオブジェクトに固有の複数の出力ファイルディレクトリを設定することもできます。

トランスフォーメーションの推奨並行処理値
マッピングの最大並行処理値をオーバーライドする場合、特定のトランスフォーメーションの推奨並行処
理値を定義できます。データ統合サービスは、トランスフォーメーションをパーティション化できる場合、
そのトランスフォーメーションパイプラインステージのスレッド数として、推奨並行処理値を使用します。
ユーザーは、マッピングまたはデータ統合サービス用に定義された最大並行処理値より小さい推奨並行処
理値を定義できます。多数のポートが含まれるトランスフォーメーションや複雑な計算を実行するトラン
スフォーメーションでは、パフォーマンスを最適化するために推奨並行処理値を定義することができます。

パーティション化されたマッピングの詳細については、『Informatica 10.0 開発者マッピングガイド』の章「パ
ーティション化されたマッピング」を参照してください。

ランタイムプロパティ
バージョン 10.0 では、以下のランタイムプロパティをマッピングに対して設定できます。
エラー時の停止

リーダー、ライタ、またはトランスフォーメーションのスレッドで致命的でないエラーが発生した場合に
マッピングを停止します。デフォルトでは無効になっています。

ターゲットコミット間隔
コミットの基本になる行数です。データ統合サービスは、処理するターゲット行の数およびターゲットテ
ーブルの制約に基づいてデータをコミットします。

詳細については、『Informatica 10.0 Developer マッピングガイド』を参照してください。

ターゲットロード順序の制約
バージョン 10.0 では、行がロードされてマッピング内のターゲットインスタンス全体にコミットされる順序を
制御する制約を設定できます。マッピングの［プロパティ］ビューに表示される［ロード順序］タブで制約を
定義します。各制約は、ロード順序を制限するプライマリターゲット名およびセカンダリターゲット名で構成
されています。
詳細については、『Informatica 10.0 Developer マッピングガイド』を参照してください。

Metadata Manager
ここでは、バージョン 10.0 の新しい Metadata Manager 機能について説明します。
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Tableau リソース
バージョン 10.0 では、Tableau リソースを作成し、Tableau Server からメタデータを抽出するように
Tableau リソースを設定できます。
Tableau リソースの作成および設定についての詳細は、『Informatica 10.0 Metadata Manager 管理者ガイド』
の「Business Intelligence リソース」を参照してください。
サポートされているメタデータソースバージョンの詳細については、Informatica My Support ポータルの
PCAE Metadata Manager XConnect Support 製品可用性マトリックスを参照してください: 
https://mysupport.informatica.com/community/my-support/product-availability-matrices

データリネージュの改良点
バージョン 10.0 では、データリネージュ図に次の改良点が含まれます。
PowerCenter マッピングのサマリリネージュ

PowerCenter マッピングが含まれるデータリネージュ図を表示した場合、Metadata Manager はデフォ
ルトでマッピングのサマリビューを表示します。サマリビューには、データリネージュ図内のマッピング
の入力と出力が表示されますが、トランスフォーメーションロジックは表示されません。サマリビューで
は、データリネージュ図の複雑さが軽減されますまた、Metadata Manager でのデータリネージュ図の生
成時間が短縮されます。
マッピング内のすべてのトランスフォーメーションロジックを表示するには、データリネージュ図のツー
ルバーで［詳細に切り替え］をクリックします。次の図は、［詳細に切り替え］ボタンを示しています。

詳細ビューからサマリビューに戻るには、図を更新します。
オブジェクトのフィルタリング

データリネージュ図に表示するオブジェクトをフィルタリングできます。個々のオブジェクト、または特
定のクラスのすべてのオブジェクトをフィルタリングできます。例えば、データリネージュ図からすべて
のビジネス用語を除外することができます。適用した任意のフィルタを削除できます。

パフォーマンスの向上
Metadata Manager は、ファイルベースのグラフデータベースを使用して、データリネージュのリンク情
報をソートして取得します。結果として、Metadata Manager は以前のバージョンよりも短時間でデータ
リネージュ図を生成します。
バージョン 10.0 にアップグレードすると、グラフデータベースが作成され、データリネージュのリンク情
報が Metadata Manager リポジトリからグラフデータベースにコピーされます。グラフデータベースファ
イルの格納に使用する場所を設定できます。

図の作成のキャンセル
データリネージュ図の生成に長い時間がかかっている場合、図の作成をキャンセルできます。

データリネージュ図の詳細については、『Informatica 10.0 Metadata Manager ユーザーガイド』の「データ
リネージュに関する作業」を参照してください。Metadata Manager リネージュグラフの位置の設定の詳細に
ついては、『Informatica 10.0 アプリケーションサービスガイド』の「Metadata Manager サービス」を参照
してください。
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メタデータカタログビュー
バージョン 10.0 では、メタデータカタログに、メタデータを参照するための 2 つの異なるビュー（リストビュ
ーとツリービュー）が含まれます。リストビューを使用して、リソース、論理グループ、メタデータオブジェ
クトを個別にドリルダウンします。ツリービューを使用して、メタデータオブジェクトを階層的に表示します。
メタデータカタログビューの詳細については、『Informatica 10.0 Metadata Manager ユーザーガイド 』を参
照してください。

Cloudera Navigator リソースの Impala クエリ
バージョン 10.0 では、Metadata Manager は、Cloudera Hadoop クラスタから Impala クエリテンプレート
とクエリ実行を抽出できます。
Cloudera Navigator リソースの Impala クエリの詳細については、『Informatica 10.0 Metadata Manager 管
理者ガイド』の「データベース管理リソース」を参照してください。

Informatica Platform リソースのパラメータ
バージョン 10.0 では、Informatica Platform リソースで、マッピングパラメータを使用するマッピングのメ
タデータを抽出できます。
Informatica Platform 10.x アプリケーションにパラメータを使用したマッピングが含まれている場合、パラメ
ータセットからのパラメータ値を使用するように Metadata Manager を設定できます。Informatica Platform
リソースの作成時に、パラメータセットをマッピングに割り当てます。Metadata Manager は、パラメータ値
を使用して、マッピングオブジェクトおよびデータリネージュを表示します。
Informatica Platform リソースの詳細については、『Informatica 10.0 Metadata Manager 管理者ガイド』の
章「データ統合リソース」を参照してください。

最近の履歴
バージョン 10.0 では、Metadata Manager で、メタデータカタログに表示するオブジェクトの履歴が保持され
ます。最近の履歴を使用して、以前表示したオブジェクトにすばやく戻ります。ログアウトすると、最近の履
歴が消去されます。
詳細については、『Informatica 10.0 Metadata Manager ユーザーガイド』の「メタデータの表示」の章を参
照してください。

関連するカタログオブジェクトおよび影響のサマリのフィルタおよびソート
バージョン 10.0 では、メタデータオブジェクトまたはビジネス用語の詳細を表示する場合、関連するカタログ
オブジェクトおよび影響のサマリのフィルタとソートができます。オブジェクトクラス、オブジェクト名、ま
たはパスを使用して、フィルタリングとソートができます。また、メタデータソースタイプを使用して、影響
のサマリをフィルタリングできます。
詳細については、『Informatica 10.0 Metadata Manager ユーザーガイド』の「メタデータの表示」の章を参
照してください。

影響のサマリ内のセッションタスクインスタンス
バージョン 10.0 では、影響のサマリに、PowerCenter セッションタスクインスタンスのリストが表示されま
す。PowerCenter マッピングに影響を与える、または PowerCenter マッピングの影響を受けるオブジェクト
のメタデータの詳細を表示すると、影響のサマリにセッションタスクインスタンスのリストが表示されます。
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メタデータオブジェクトをエクスポートし、影響のサマリを含めた場合、エクスポートファイルの影響のサマ
リセクションに、関連付けられたセッションタスクインスタンスもリストされます。
セッションタスクインスタンスがデータフローに影響する可能性があるため、影響のサマリにセッションタス
クインスタンスのリストが表示されます。セッションタスクインスタンスは、ソースまたはターゲットの接続
情報をオーバーライドできます。また、ソースからのデータの抽出に使用するデフォルトのクエリを上書きす
る SQL クエリをセッションタスクインスタンスに含めることもできます。
影響のサマリの詳細については、『Informatica 10.0 Metadata Manager ユーザーガイド』の「メタデータの
表示」を参照してください。

アプリケーションおよびデータリネージュプロパティ
バージョン 10.0 では、新しいアプリケーションおよびデータリネージュプロパティを Metadata Manager 
imm.properties ファイルで設定できます。
以下の表に、imm.properties に含まれている新しい Metadata Manager アプリケーションプロパティを示し
ます。

プロパティ 説明
xconnect.custom.failLoadOnErrorCount カスタムリソースのロード時に Metadata Manager サービスで許

容される最大エラー数。この数を超えるエラーが発生すると、
リソースのロードに失敗します。

xconnect.io.print.batch.errors カスタムリソースのロード時に Metadata Manager サービスが 1
回のバッチでメモリキャッシュおよび mm.log ファイルに書き込
むエラーの数。

以下の表に、imm.properties に含まれる新しいデータリネージュプロパティを示します。

プロパティ 説明
Lineage.PreCompute.ElementsInSingleTransaction Metadata Manager サービスがリネージュグラフの作

成中に単一トランザクション内で処理できるグラフ
要素（辺や頂点など）の最大数。

Lineage.PreCompute.FetchBlockSize Metadata Manager サービスが、Metadata Manager
ウェアハウスからデータリネージュリンク情報を取
得してグラフデータベースにデータを追加するとき
に、1 つのブロックで処理するレコード数。

imm.properties ファイルの詳細については、『Informatica 10.0 Metadata Manager 管理者ガイド』の付録
「Metadata Manager のプロパティファイル」を参照してください。

PowerCenter
ここでは、バージョン 10.0 の新しい PowerCenter 機能について説明します。
高可用性
バージョン 10.0 では、PowerCenter 統合サービスおよび PowerCenter Client により、可用性の高い
NameNode を使用する Hadoop クラスタに対して、読み取りと書き込みが可能です。
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詳細については、『Informatica 10.0 PowerExchange for Hadoop PowerCenter 用ユーザーガイド』の章
「Hadoop 構成での PowerExchange」を参照してください。

PowerExchange アダプタ
ここでは、バージョン 10.0 の新しい PowerExchange アダプタ機能について説明します。

PowerExchange Adapters for Informatica
ここでは、バージョン 10.0 の新しい Informatica アダプタ機能について説明します。
PowerExchange for Greenplum
バージョン 10.0 では、PowerExchange for Greenplum で次のタスクを実行できます。
• Greenplum データオブジェクトの動的パーティションを設定できます。データ統合サービスが実行時に作

成するパーティションの数を決定できるように、パーティション情報を設定できます。
• Greenplum データオブジェクト操作プロパティをパラメータ化して、実行時に書き込みデータオブジェク

ト操作プロパティをオーバーライドできます。
• Max_Line_Length の整数を使用して、gpload に渡される XML トランスフォーメーションデータの行の最

大長を指定できます。
詳細については、『Informatica PowerExchange for Greenplum 10.0 ユーザーガイド』を参照してください。
PowerExchange for HBase
バージョン 10.0 では、HBase データオブジェクトの読み取りおよび書き込み操作プロパティをパラメータ化
できます。
詳細については、『Informatica PowerExchange for HBase 10.0 ユーザーガイド』を参照してください。
PowerExchange for HDFS
バージョン 10.0 では、複合ファイルデータオブジェクトの読み取りおよび書き込み操作プロパティをパラメー
タ化できます。
詳細については、『Informatica PowerExchange for HDFS 10.0 ユーザーガイド』を参照してください。
PowerExchange for JD Edwards EnterpriseOne
バージョン 10.0 では、PowerExchange for JD Edwards EnterpriseOne を使用して、JD Edwards 
EnterpriseOne ソースからデータを抽出したり、JD Edwards EnterpriseOne ターゲットにデータを書き込ん
だりできます。
詳細については、『Informatica PowerExchange for JD Edwards EnterpriseOne 10.0 ユーザーガイド』を参
照してください。
PowerExchange for LDAP
バージョン 10.0 では、PowerExchange for LDAP を使用して、LDAP ディレクトリサーバーに対してデータの
読み取りおよび書き込みを行うことができます。
詳細については、『Informatica PowerExchange for LDAP 10.0 ユーザーガイド』を参照してください。
PowerExchange for Microsoft Dynamics CRM
バージョン 10.0 では、PowerExchange for Microsoft Dynamics CRM を使用して、Microsoft Dynamics CRM
に対してデータの読み取りおよび書き込みを行うことができます。Microsoft Dynamics CRM ビジネスエンテ
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ィティを読み取りおよび書き込みデータオブジェクトとしてインポートし、マッピングを作成して実行し、
Microsoft Dynamics CRM エンティティに対してデータの抽出またはロードを行うことができます。
詳細については、『Informatica PowerExchange for Microsoft Dynamics CRM 10.0 ユーザーガイド』を参照
してください。
PowerExchange for Netezza
バージョン 10.0 では、PowerExchange for Netezza で次のタスクを実行できます。
• PowerExchange for Netezza を使用して、Netezza データベースに対してデータの読み取りおよび書き込

みを行うことができます。PowerExchange for Netezza を使用して、大量のデータを処理できます。
• Secure Sockets Layer（SSL）プロトコルを使用して、Netezza クライアントと Netezza サーバー間にセ

キュアな接続を設定できます。
詳細については、『Informatica PowerExchange for Netezza 10.0 ユーザーガイド』を参照してください。
PowerExchange for OData
バージョン 10.0 では、PowerExchange for OData を使用して、OData サービスを介してデータを公開する
OData プロバイダからデータを読み取ることができます。また、OData データオブジェクトに対してプロファ
イルを実行することもできます。
詳細については、『Informatica PowerExchange for OData 10.0 ユーザーガイド』を参照してください。
PowerExchange for SAP NetWeaver
バージョン 10.0 では、PowerExchange for SAP NetWeaver で次のタスクを実行できます。
• Developer tool を使用して、SAP テーブルデータオブジェクトおよびデータオブジェクト読み取り操作の

作成ができます。次に、読み取り操作をマッピングのソースまたはルックアップとして追加してマッピング
を実行し、SAP テーブルのデータの読み取りまたは検索を行うことができます。

• SAP テーブルからデータを読み取る場合、キー範囲パーティション化を設定できます。また、パラメータを
使用して、実行時に接続およびテーブルデータオブジェクトの読み取り操作プロパティを変更することもで
きます。

• SAP テーブルデータオブジェクトに対してプロファイルを実行できます。
• SQL データサービスを作成する場合、SAP テーブルデータオブジェクトの読み取り操作を仮想テーブルと

して追加できます。
• オープンハブ宛先または InfoSpoke 経由で、SAP BW システムからデータを読み取ることができます。
• SAP BW システムからデータを読み取る場合、動的パーティションまたは固定パーティションを設定できま

す。また、パラメータを使用して、実行時に接続および BW OHS 抽出データオブジェクトの読み取り操作
プロパティを変更することもできます。

• SAP BW システムにデータを書き込むことができます。3.x または 7.ｘのデータソースを使用して、SAP 
BW システムにデータを書き込むことができます。

• SAP BW システムにデータを書き込む場合、動的パーティションを設定できます。また、パラメータを使用
して、実行時に接続および BW ロードデータオブジェクトの書き込み操作プロパティを変更することもでき
ます。

• Administrator ツールで SAP 接続を作成できます。
• Developer tool を使用して、SAP BW に対してデータの読み取りまたは書き込みを行う場合、

Administrator ツールで SAP BW サービスを作成できます。
詳細については、『Informatica PowerExchange for SAP NetWeaver 10.0 ユーザーガイド』を参照してくださ
い。
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PowerExchange for Teradata Parallel Transporter API
バージョン 10.0 では、PowerExchange for Teradata Parallel Transporter API で次のタスクを実行できます。
• PowerExchange for Teradata Parallel Transporter API を使用して、Teradata テーブルから大量のデータ

を読み取ることができます。
• Update システム演算子を使用して、Teradata データベーステーブルに対して挿入、更新、更新/挿入、お

よび削除操作を実行できます。
• Secure Sockets Layer（SSL）プロトコルを使用して、Developer tool と Teradata データベース間にセキ

ュアな接続を設定できます。
• Teradata Parallel Transporter API データオブジェクトの動的パーティションを設定できます。データ統

合サービスが実行時に作成するパーティションの数を決定できるように、パーティション情報を設定できま
す。

• Teradata データオブジェクト操作プロパティをパラメータ化して、実行時に読み取りおよび書き込みデー
タオブジェクト操作プロパティをオーバーライドできます。

詳細については、『Informatica PowerExchange for Teradata Parallel Transporter API 10.0 ユーザーガイド』
を参照してください。

参照データ
ここでは、バージョン 10.0 の新しい参照データ機能について説明します。
分類子モデル
バージョン 10.0 では、Developer tool で、分類子モデルの次のアクションを実行できます。
• 参照データ値とラベル値をデータソースから分類子モデルにインポートする。
• 分類子モデルで、設定可能なオプションをリボンから選択する。例えば、［ラベルの管理］オプションを選

択し、分類子モデルでラベル値を追加、削除、または更新するためのオプションにアクセスします。
• 分類子モデルの検索フィルタでワイルドカード文字を使用する。
• 1 行のデータを分類子モデルに追加する。
• 1 回の操作で、複数行の分類子モデルデータにラベル値を適用する。
詳細については、『Informatica 10.0 参照データガイド』の「分類子モデル」の章を参照してください。
確率モデル
バージョン 10.0 では、Developer tool で、確率モデルの次のアクションを実行できます。
• 1 回の操作で、複数の参照データ値にラベルを割り当てる。
• ラベル値と参照データ値をデータソースから確率モデルにインポートする。
• 選択したラベルを使用する参照データ値の現在の数を表示する。
バージョン 10.0 では、Developer tool の 1 つ以上のページに確率モデルのデータ行が表示されます。ページ
には、100 の参照データ行が含まれます。モデル内で前のページまたは次のページに移動できます。また、指
定したページ番号に移動できます。
詳細については、『Informatica 10.0 参照データガイド』の「確率モデル」の章を参照してください。
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ルール仕様
ここでは、バージョン 10.0 のルール仕様に関する新機能について説明します。
リンクされたアセット
バージョン 10.0 では、Analyst ツールの設計ワークスペースには、ルール仕様にリンクしたアセットへのハイ
パーリンクが表示されます。例えば、ルール仕様内で別のルールアセットを使用した場合、ワークスペースに
そのルールアセットへのリンクが表示されます。また、［デザイン］ワークスペースには、ルール仕様から生成
したすべてのルールへのハイパーリンクが表示されます。
ルール仕様のプロパティで、［アセット］の下にハイパーリンクが表示されます。
詳細については、『Informatica 10.0 ルール仕様ガイド』の「ルール仕様の設定」を参照してください。
マップレットルール
バージョン 10.0 では、マップレットルールを以下の方法で使用できます。
• 指定する期間中に有効なルール仕様を設定できます。この期間の開始と終了を示す日付と時刻を指定しま

す。ルール仕様からコンパイルしたマップレットルールにもこの期間が適用されます。この期間以外でマッ
プレットルールを読み取るマッピングを実行すると、マッピングは失敗します。
詳細については、『Informatica 10.0 ルール仕様ガイド』の「ルール仕様の設定」を参照してください。

• マップレットルールを、ルール文内の条件およびアクションに追加できます。ルール仕様からの入力をマッ
プレットルールの入力ポートに接続します。または、定数値をマップレットルールの入力として使用しま
す。マップレットルールからの出力ポートを、条件またはアクションからの出力として選択します。
詳細については、『Informatica 10.0 ルール仕様ガイド』の「ルール仕様の設定」を参照してください。

ルール文
バージョン 10.0 では、ルール文で次の操作を実行できます。
• ルールセット内でのルール文の移動またはコピー、ルール文の別のルールセットへの移動またはコピー。ル

ール文を別のルール仕様内のルールセットに移動またはコピーできます。別のルール仕様にルール文を移動
またはコピーする場合、ルール文で使用している入力が移動またはコピーされます。また、この操作では、
ルール文をテストするために入力および保存されたすべてのテストデータが移動またはコピーされます。

• ルール仕様内の別の場所、および別のルール仕様へのルールセットの移動またはコピー。別のルール仕様に
ルールセットを移動またはコピーする場合、ルールセットで使用している入力とテストデータが移動または
コピーされます。

• あるルール仕様から別のルール仕様へのテストデータの移動またはコピー。
• ルール文内で条件を設定する場合に、CONTAINS 演算子を選択する。この演算子を使用して、入力カラム

のデータ値に関する次の情報を確認します。
- 入力したデータ値が入力カラムに含まれているかどうかを確認します。
- 別の入力カラムの同じ行に含まれているデータ値が入力カラムに含まれているかどうかを確認します。

• 入力した値リスト内の入力値を検索するようにルール文を設定する。
• ルールセットには、定義済みルール文が含まれます。これは、前のルール文でデータが生成されなかった場

合に実行するアクションを指定するものです。デフォルトでは、ルールセットがアクションを実行しないよ
うにルール文で指定されています。ルール文内のアクションは、更新できます。

詳細については、『Informatica 10.0 ルール仕様ガイド』の「ルール文の設定」を参照してください。
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ユーザーインタフェースの改良点
バージョン 10.0 では、設計ワークスペースに、ルール仕様のユーザーインタフェースに関する次の改良点が含
まれます。
• ルールセットの入力ビューを選択した場合、ルールセットに含まれない入力はワークスペースに表示されな

くなります。
• ワークスペースキャンバス内でルール仕様をドラッグできます。
• マウスホイールを使用して、ルール仕様のズームインとズームアウトができます。
• ルール仕様のツリー構造を展開するまたは折りたたむことで、ルール仕様のさまざまな部分を表示したり、

非表示にしたりできます。
• テキストの説明を入力に追加できます。
• 子ルールセットの出力を読み取るルールセットでは、入力リストに子ルールセット名が表示されます。
• 無効なルールセットは、有効なルールセットとは異なる色で表示されます。
• 一部の設定可能なオプションに新しい名前が付けられています。
詳細については、『Informatica 10.0 ルール仕様ガイド』を参照してください。
バージョン管理
バージョン 10.0 では、バージョン管理されたモデルリポジトリ内でルール仕様を使用できます。バージョン管
理を使用するモデルリポジトリからルール仕様を開いた場合、Analyst ツールは、バージョン管理プロパティ
をルール仕様に適用します。設計ワークスペースの［編集］オプションを使用して、リポジトリからルール仕
様をチェックアウトします。設計ワークスペースの［保存して完了］オプションを使用して、ルール仕様をチ
ェックインします。チェックアウト操作を取り消すこともできます。
以前のバージョンのルール仕様を参照し、編集モードおよび読み取り専用モードで前のバージョンに戻すこと
ができます。古いバージョンのルール仕様を読み取り専用モードで参照するとき、最新バージョンにのルール
仕様に適用されるすべての読み取り専用操作を実行できます。読み取り専用モードでルール仕様を参照および
検証できます。ルール仕様にテストデータが含まれる場合、ルール仕様を読み取り専用モードでテストできま
す。
詳細については、『Informatica 10.0 Analyst ガイド』の「モデルリポジトリ」を参照してください。

セキュリティ
ここでは、バージョン 10.0 の新しいセキュリティ機能について説明します。

グループ
バージョン 10.0 では、Informatica に Operator というデフォルトグループが追加されています。Operator
グループを使用して、Operator ロールが割り当てられている複数のユーザーを管理します。
詳細については、『Informatica 10.0 セキュリティガイド』を参照してください。

特権
バージョン 10.0 では、次の新しい特権が含まれています。
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モデルリポジトリサービス特権
［チームベース開発の管理］特権を使用すると、モデルリポジトリ管理者は、オブジェクトロックの管理と

バージョン管理されたオブジェクトの管理に関連するアクションを実行できます。
スケジューラサービス特権

［スケジューラ］特権グループでは、スケジュールとスケジュール済みのジョブに対してユーザーが実行で
きるアクションを決定します。

詳細については、『Informatica 10.0 セキュリティガイド』の付録「コマンドラインの特権および権限」を参照
してください。

ロール
バージョン 10.0 では、Informatica にオペレータというカスタムロールが含まれます。オペレータロールに
は、アプリケーションサービスを管理、スケジュール、および監視する特権が含まれます。
詳細については、『Informatica 10.0 セキュリティガイド』を参照してください。

トランスフォーメーション言語関数
ここでは、バージョン 10.0 のトランスフォーメーション言語関数の新機能について説明します。

Informatica 関数
ここでは、バージョン 10.0 における Informatica 関数の新しい機能について説明します。

CaseFlag
バージョン 10.0 では、CaseFlag オプションで、GREATEST、LEAST、IN、および INDEXOF 関数の NULL 値
がサポートされていません。
以前は、CaseFlag オプションで NULL 値がサポートされていました。
詳細については、『Informatica 10.0 Developer トランスフォーメーション言語リファレンス』の「関数」を
参照してください。

TO_DECIMAL38 関数
バージョン 10.0 では、TO_DECIMAL38 関数を使用して、文字列値または数値を 10 進型の値に変換できます。
この関数は、0 から 38 の精度と位取りを持つ 10 進型の値を返します。
詳細については、『Informatica 10.0 トランスフォーメーション言語リファレンス』を参照してください。

トランスフォーメーション
ここでは、バージョン 10.0 の新しいトランスフォーメーション機能について説明します。
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Informatica トランスフォーメーション
ここでは、バージョン 10.0 の Informatica トランスフォーメーションの新しい機能について説明します。

アドレスバリデータトランスフォーメーション
バージョン 10.0 では、次のトランスフォーメーションプロパティを設定するようにパラメータを定義できま
す。
• Geocode データ型
• グローバル最大フィールド長
• 最大結果カウント
• 最適化レベル
• 無効なアドレスの標準化
詳細については、『Informatica 10.0 Developer トランスフォーメーションガイド』の「アドレスバリデータ
トランスフォーメーション」を参照してください。

不良レコードの例外トランスフォーメーション
バージョン 10.0 では、パラメータを使用して、トランスフォーメーションで不良レコードを特定するために使
用する上方しきい値と下方しきい値を指定できます。
詳細については、『Informatica 10.0 Developer マッピングガイド』の「マッピングパラメータ」を参照して
ください。

データプロセッサトランスフォーメーション
ここでは、新しいデータプロセッサトランスフォーメーションの機能について説明します。
Data Transformation ライブラリ
Data Transformation ライブラリには、幅広い業界メッセージング標準に対応する事前定義されたトランスフ
ォーメーションコンポーネントが含まれています。データプロセッサトランスフォーメーションはライブラリ
オブジェクトを使用して、業界標準のメッセージングタイプを XML 出力ドキュメントなどの別の書式に変換し
たり、XML 入力を業界メッセージ出力に変換したりします。
ライブラリオブジェクトには、パーサー、シリアライザ、および業界標準の入力および特定のアプリケーショ
ンメッセージを XML またはその他の出力に変換するように事前設定された XML スキーマなどの、数多くのオ
ブジェクトやコンポーネントが含まれています。一部のライブラリには、メッセージの検証、承認、および診
断表示のための追加オブジェクトが含まれています。ライブラリオブジェクトのプロパティや検証設定はカス
タマイズすることもできます。
DTCC-NTCC、EDIFACT、EDI-X12、HIPAA、HL7、および SWIFT の各ライブラリのライブラリオブジェクトを
作成できます。
詳細については、『Informatica Data Transformation 10.0 ユーザーガイド 』および『Informatica Data 
Transformation 10.0 ライブラリガイド』を参照してください。
ストリーマのない複合ファイルリーダー
入力を受信するデータプロセッサトランスフォーメーションで、ストリーマのない複合ファイルリーダーをス
タートアップコンポーネントとして使用できます。
詳細については、『Informatica Data Transformation 10.0 ユーザーガイド』を参照してください。
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カスタムデータ型のパススルーポート
データプロセッサトランスフォーメーションには、カスタムデータ型のパススルーポートを含めることができ
ます。
カスタムデータ型の詳細については、『Informatica Developer 10.0 ユーザーガイド』を参照してください。
XMap の RunMapplet 文
データプロセッサトランスフォーメーションの XMap からマップレットを呼び出す、RunMapplet マッピング
文を定義できます。RunMapplet 文の下に 1 つ以上の MappletInput 文および MappletOutput 文をネストで
きます。値は、MappletInput 文に表示されるのと同じ順序でマップレット入力ポートにマップされます。マ
ップレット出力ポート内の値は、マップレットポートに表示されるのと同じ順序で MappletOutput 文にマッ
プされます。
詳細については、『Informatica Data Transformation 10.0 ユーザーガイド』を参照してください。
スクリプトモードの編集
外部エディタを使用して、データプロセッサトランスフォーメーションのスクリプトを編集できます。例えば、
外部エディタを使用して、グローバルな検索と置換操作を実行できます。
詳細については、『Informatica Data Transformation 10.0 ユーザーガイド』を参照してください。

ディシジョントランスフォーメーション
バージョン 10.0 では、パラメータを使用して、ディシジョントランスフォーメーションスクリプトの入力値を
指定できます。
詳細については、『Informatica 10.0 Developer マッピングガイド』の「マッピングパラメータ」を参照して
ください。

重複レコードの例外トランスフォーメーション
バージョン 10.0 では、パラメータを使用して、トランスフォーメーションで重複レコードを特定するために使
用する上方しきい値と下方しきい値を指定できます。
詳細については、『Informatica 10.0 Developer マッピングガイド』の「マッピングパラメータ」を参照して
ください。

式トランスフォーメーション
ここでは、式トランスフォーメーションの新機能について説明します。
動的式

バージョン 10.0 では、動的出力ポートで式を作成できます。動的ポートで式を作成すると、式は動的式に
なります。動的式にポートセレクタまたは動的ポートが含まれていると、複数の出力ポートが生成される
場合があります。動的式を複数のポートに対して実行すると、ポートごとに出力値が返されます。
動的式の詳細については、『Informatica 10.0 Developer トランスフォーメーションガイド』の「式トラ
ンスフォーメーション」を参照してください。

マッピング出力
バージョン 10.0 では、マッピング出力を設定できます。マッピング出力は、マッピングで処理する各行の
フィールドまたは式を集計した結果である単一値です。例えば、マッピング出力では、トランスフォーメ
ーションが受け取るすべてのソース行から注文フィールドの合計金額を集計することができます。マッピ
ング出力式は、式トランスフォーメーションが受信する行の集計対象のフィールド値または式です。式ト
ランスフォーメーションで対応する式を作成するには、マッピングの［プロパティ］ビューでマッピング
出力を定義する必要があります。
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マッピング出力の詳細については、『Informatica 10.0 Developer マッピングガイド』の「マッピング出
力」を参照してください。

テスト式
バージョン 10.0 では、式エディタで設定した式をテストできます。式をテストするときは、サンプルデー
タを入力してから式を評価します。
次の方法で式を設定すると、式をテストできます。
• 式トランスフォーメーション内の出力ポートまたは変数ポート内
• トランスフォーメーションをマッピングに追加した後の、式トランスフォーメーションの［マッピング

出力］ビュー内
次の図は、サンプルの名と姓を連結する式の結果を示しています。

式のテストの詳細については、『Informatica 10.0 Developer トランスフォーメーションガイド』の「式
トランスフォーメーション」を参照してください。

階層型からリレーショナルへのトランスフォーメーション
ここでは、Developer tool で作成する階層型からリレーショナルへのトランスフォーメーションについて説明
します。
階層型からリレーショナルへのトランスフォーメーションは、バージョン 10.0 で導入された最適化済みのトラ
ンスフォーメーションで、階層入力をリレーショナル出力に変換します。
詳細については、『Informatica 10.0 Developer トランスフォーメーションガイド』を参照してください。

一致トランスフォーメーション
ID 照合分析の照合タイプオプション
バージョン 10.0 では、ID インデックスデータの永続ストアを読み取るように一致トランスフォーメーション
を設定する場合、次のオプションを選択できます。
データベースから ID を削除する

行がシーケンス識別子をマッピングソースデータの行と共有している場合、トランスフォーメーションは
その行をインデックステーブルから削除します。このオプションを選択した場合は、トランスフォーメー
ションは照合分析を実行しません。
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データベースの現在の ID を更新する
行がシーケンス識別子を共有するときは、トランスフォーメーションがインデックステーブルの行をマッ
ピングソースデータの行に置換します。トランスフォーメーションは行をインデックスに追加しません。
トランスフォーメーションは、照合分析に追加しない行を含めることができます。

詳細については、『Informatica 10.0 Developer トランスフォーメーションガイド』の「ID 分析での一致トラ
ンスフォーメーション」を参照してください。
ID 照合分析における一致プロセスのオプション
バージョン 10.0 では、ID インデックスデータの永続ストアを更新するようにトランスフォーメーションを設
定する場合、照合分析を有効または無効にすることができます。照合分析を有効または無効にするには、［一致
プロセス］オプションを使用します。
詳細については、『Informatica 10.0 Developer トランスフォーメーションガイド』の「ID 分析での一致トラ
ンスフォーメーション」を参照してください。
永続インデックスストアでの ID 分析のステータスコード
バージョン 10.0 では、一致トランスフォーメーションで次のステータスコードを生成することで、永続インデ
ックスデータストアの照合分析の結果を示すことができます。
不完全

インデックスデータストアに現在のレコードのデータが含まれていません。
不正

トランスフォーメーションで現在のレコードを分析できません。例えば、［照合タイプ］タブのキーフィー
ルドがレコードデータと互換性がないため、トランスフォーメーションがレコードのインデックスデータ
を生成できません。

削除済み
トランスフォーメーションが、レコードのインデックスデータをインデックスデータストアから削除しま
す。

更新済み
トランスフォーメーションがトランスフォーメーション入力レコードのインデックスデータに基づいて永
続データストアの行を更新します。トランスフォーメーションの入力データと永続インデックスデータは
共通のシーケンス識別子を持ちます。

詳細については、『Informatica 10.0 Developer トランスフォーメーションガイド』の「一致トランスフォー
メーション」を参照してください。
パラメータの使用
バージョン 10.0 では、パラメータを使用して、一致トランスフォーメーションに関する次のオプションを設定
できます。
• マッチ率のしきい値。
• トランスフォーメーションが各照合ストラテジからのスコアに適用する相対的なウェイト。
• トランスフォーメーションが ID 照合分析で永続インデックスデータストアに適用する永続方法。
詳細については、『Informatica 10.0 Developer マッピングガイド』の「マッピングパラメータ」を参照して
ください。
シーケンス ID ポート
バージョン 10.0 では、永続インデックスストアを読み取るようにトランスフォーメーションを設定した場合、
一致トランスフォーメーションの出力ポートにシーケンス ID ポートが含まれます。トランスフォーメーション
は、シーケンス識別子の値を使用して、照合分析の各段階を通じてインデックスデータを追跡します。
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詳細については、『Informatica 10.0 Developer トランスフォーメーションガイド』の「一致トランスフォー
メーション」を参照してください。

SQL トランスフォーメーション
ここでは、SQL トランスフォーメーションの新しい機能について説明します。
バージョン 10.0 では、SQL トランスフォーメーションの接続をパラメータ化できます。パラメータをマッピ
ングで定義します。次に、パラメータを SQL トランスフォーメーションのランタイムプロパティで接続名に割
り当てます。
詳細については、『Informatica 10.0 トランスフォーメーションガイド』の「SQL トランスフォーメーション」
を参照してください。

動的マッピングのトランスフォーメーション
ここでは、動的マッピングのトランスフォーメーションの新しい機能について説明します。
バージョン 10.0 では、動的ポートを追加できるトランスフォーメーションがいくつかあります。アップストリ
ームトランスフォーメーションからのポートにリンクする出力ポートをパラメータ化することもできます。ポ
ートセレクタが、トランスフォーメーションロジックの複数のポートを参照するように設定できます。
トランスフォーメーションの［プロパティ］ビューには以下の新しいタブが含まれます。
グループ別

アグリゲータトランスフォーメーション、ランクトランスフォーメーション、およびソータートランスフ
ォーメーションに対してポートグループを設定する必要があります。グループを［グループ別］タブで設
定できるようになりました。ポートを選択してグループを定義するか、ポートリストを含むパラメータを
設定することができます。［グループ別］タブでは、生成されたポートを持つトランスフォーメーションを
柔軟に設定できます。

ポートセレクタ
トランスフォーメーションロジックで複数のポートを参照できます。ポートの順序付けリストであるポー
トセレクタを定義します。参照ポートセレクタは、動的式、結合条件、またはルックアップ条件で使用で
きます。ポートセレクタを定義するとき、ポート名、ポートタイプ、またはテキスト文字のパターンに基
づいてトランスフォーメーションポートを含める、または除外することができます。

ランタイムリンク
トランスフォーメーションを動的マッピング内で設定するとき、トランスフォーメーション間でリンクす
るポートを指定するパラメータまたはリンクポリシーを設定します。動的ポートを静的ポートにリンクす
るランタイムリンクを設定します。ポートを名前でリンクするリンクポリシーを設定できます。
InputLinkSet パラメータを設定して、ランタイムにリンクするポートの名前を指定できます。

詳細については、『Informatica 10.0 トランスフォーメーションガイド』を参照してください。

ワークフロー
このセクションでは、バージョン 10.0 の新しいワークフロー機能について説明します。

Informatica ワークフロー
ここでは、バージョン 10.0 の Informatica ワークフローの新しい機能について説明します。
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マッピングタスク
バージョン 10.0 では、マッピングタスクに以下の新しい機能が追加されています。
マッピングタスクログファイルディレクトリ

データ統合サービスがマッピングタスクログを書き込むディレクトリを設定できます。デフォルトでは、
データ統合サービスは、システムパラメータである LogDir によって定義されたディレクトリにマッピン
グタスクログファイルを書き込みます。マッピングタスクの［詳細］プロパティで、マッピングタスクロ
グファイルに別のディレクトリを設定できます。ログファイルディレクトリをパラメータ化できます。

マッピングタスクログファイル名
マッピングタスクログファイルのファイル名を設定できます。データ統合サービスは、ファイル名を［マ
スキングタスクログファイルディレクトリ］フィールドの情報に追加します。ログファイルの保存に関し
て選択する方法に応じて、ログファイル名が UID およびタイムスタンプに、またはマッピング実行番号に
追加されます。ログファイル名をパラメータ化できます。マッピングタスクの［詳細］プロパティでログ
ファイル名を設定します。

マッピングタスクログ保存タイプ
タイムスタンプまたはマッピングタスクの実行数でマッピングタスクログファイルを保存できます。マッ
ピングタスクログファイル名のサフィックスには、選択したオプションが反映されます。保存するログフ
ァイルの数を設定できます。

Java クラスパス
データ統合サービスがマッピングタスクを実行するときに、システムクラスパスの先頭に追加するクラス
パスを入力できます。Java トランスフォーメーションでサードパーティ製の Java パッケージ、ビルトイ
ン Java パッケージ、またはカスタム Java パッケージを使用する場合は、［詳細］プロパティに Java ク
ラスパスを入力します。

マッピングタスクのパラメータの使用
バージョン 10.0 では、マッピング内で特定のパラメータを使用するオブジェクトを表示できます。マッピ
ングタスクの［入力］タブで［パラメータの使用］をクリックします。

カスタムプロパティ
マッピングタスクのカスタムプロパティを定義し、プロパティの値を設定できます。カスタムプロパティ
をパラメータ化することもできます。

詳細については、『Informatica 10.0 Developer ワークフローガイド』を参照してください。
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